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開議 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆さん、おはようございます。 

  開会前に、きょうは川上議員の質問から

始まりますが、質問の内容から、選挙管理

委員会の委員長であります和田さんに御出

席願っておりますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。質問が終わりました

ら暫時休憩して退席をお願いするというこ

とにしておりますので、皆様この点ご了承

お願いいたしたいと思います。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  豊能第一クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  おはようございます。 

  御指名をいただきましたので、一般質問

をさせていただきます。 

  まず１番目に、ダイオキシン問題につい

てということでございますが、都合により

まして２番目の選挙制度についてをまず質

問させていただきますので、どうぞよろし

くお願いいたします。きょうは豊能町選挙

管理委員会の和田委員長、わざわざ出席い

ただきましてありがとうございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  まず、私、近ごろは百姓をしておりまし

て、暑いのでいつもペットボトル持参をし

ておりますが、５００ミリリットルのペッ

トボトルであればすぐなくなってしまいま

すので、２リットル入りのペットボトル、

これを買って持って歩いておりますが、あ

れを買いにいって首のとこをつまんで持ち

上げていつも買うんですが、胴のとこを手

回してすると実に持ちやすいんですわ。片

手でもラッパ飲みできる、そういう、今、

ペットボトルの状態になってまんねんな。

これはすばらしい改良だなというふうに感

じて、いつも飲んでますねンけども、それ

にひきかえまして自動車のワイパー、私四

十数年運転しておるけど、あのワイパーは

昔のままですわな。改良の余地がないのか

あるのかしらんけど、あれを改良して、あ

のワイパーほかの形にしたらノーベル賞も

のだなというぐあいに思ってますねんけど

も。 

  そういうことで、選挙制度も昭和２５年

に公職選挙法が制定されまして、以来全然、

多少期日前投票とか、多少変わってますけ

ども、投票制度そのものが全然変わってな

いわけですわ。これはやはり今の時代に合

った、例えばコンピューター使って電子投

票みたいな形にするとか、そういうことを

するともっと能率が上がるんちゃうかなと

いうぐあいに思っております。しかしその

公職選挙法の改正は本来国会の仕事であり

ますので、我々地方公共団体が勝手に改正

することはできないということでございま

すが、明らかにおかしいと思うところは、

やはり国に対して意見を言っていかなけれ

ばならないと思います。 

  そこで、豊能町の行く末を決める町長選

挙が来月の末に控えておりますので、今議

会に豊能町選挙管理委員会の和田委員長に

出席いただきまして質問をさせていただき

ますので、どうぞよろしくお願いいたしま



 

 3－5 

す。 

  近ごろの選挙、国の選挙から地方の選挙

まで、選挙が人気投票のきらいがあるんじ

ゃないかなというふうに思っております。

マスコミの報道によりますと、美し過ぎる

候補者とかあるいはまたイケメン候補者で

あるとか、あるいはテレビやそういうもの

に出るタレントですね、これらの人が立候

補すると一躍当選間違いなしやというふう

にマスコミに伝えられております。ＡＫＢ

４８でっか、あれの人気投票、あれと同じ

ような感覚でこのごろ投票してるのちゃう

かなというふうに私感じております。した

がいまして、今の日本の社会の中でいろい

ろな仕事をする場合は、許認可制度やある

いは資格を持たなければそういった仕事が

できないというふうな形になっております

ので、候補者もやはりそれぞれの国政選挙

あるいは地方の選挙、あるいは首長の選挙、

その選挙に立候補できるにはそれだけの資

格を与えるというふうな形にしたらどうか

なと私は思っておりますが、その辺のとこ

ろ委員長どのようにお考えかお聞きしたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  選挙管理委員会委員長の和田でございま

す。 

  日ごろは大変、選挙に皆様方の御協力を

得まして、この席をかりまして厚くお礼を

申し上げます。 

  ただいま、川上議員の質問でございます

けれども、選挙制度に資格制度ということ

でございますけども、私ども市町村の選挙

管理委員会は、今もおっしゃったように、

選挙管理、公職選挙法に基づいて粛々と選

挙事務を行っているところでございまして、

法の定めを逸脱することは、これはもうで

きません。しかし、今資格制度とおっしゃ

いましたけども、その制度の資格というも

のは、国民誰でもが参加できるということ

である程度は決まっておるわけでございま

す。その被選挙権というのは１０項目ござ

いまして、御存じのように、まず日本国民

であるということですね。あとは年齢制限

をしておるわけですね。例えば市町村議会

の議員さんであれば２５歳以上とか、町村

長では２５歳、これも２５歳ですね。知事

であれば３０歳以上とかいうふうな一定の

年齢以上の規定、制度も設けておりますし、

あとは地方公共団体の議員選挙につきまし

ては、その選挙権を有すること、つまりそ

の自治体で住民登録をしているということ、

そういうことでもろもろ１０項目、現在ご

ざいます。これ以上の資格を規定するには

公職選挙法の改正ということになってまい

りますので、国会で議論ということになろ

うと思います。そのことで御理解いただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ありがとうございます。 

  今、立候補の件に関しまして答弁いただ

きましたけども、その中に我々地方の議員

は住民登録をしなければ立候補できないと

いう一つの条件があったように思いますが、

住民登録をしておるだけで、この前も新聞

紙上をにぎわしておりましたけども、生活

の実態ですね、それがなければあかんのち

ゃうかというようなこともありました。し

たがいまして、我々議員は生活実態も、も

ちろん住民登録も必要やと、その上に生活

実態も必要と、そういうことを我々は肝に

銘じて議員として活動をしなければならな

いと私は思っております。 
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  次に、８月１２日に箕面市の市長選挙並

びに議会の選挙がありました。市長選挙は

告示当日に立候補者一人だけということで

無投票当選になりました。立候補予定者、

つまりその一人の無投票当選になった立候

補予定者は、相手候補があろうとなかろう

と告示日までにいろいろな形で例えばポス

ターをつくったり、あるいは街宣車を段取

りしたり、そういう、選挙戦になるという

想定のもとで、結果は無投票やったけども、

結果から考えると無駄な費用ですね。こう

いうものを費やしていったと。かわって選

挙管理委員会も、候補者の分のいわゆる七

つ道具、それを用意したり、あるいは最も

目立つものでしたら公営の掲示板ですね。

あれを箕面市であれば２００何カ所ですか、

建てておりましたけども、そういう結果か

ら見れば無駄なことをしておったというふ

うに私は感じまして、結局無投票であれば

全部それらがパアとなってしまうというこ

とでございます。したがって私は、考える

のに、立候補する予定者は告示前の少なく

とも１５日から１カ月前までに決定すると、

そういうぐあいにしといたら無駄なことが

もっと少なくなるんじゃないかなというふ

うに思っておりますが、その辺に関して委

員長どのようにお考えですか。よろしくお

願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  ただいまの質問でございますけども、一

般的におっしゃるように非常に無駄が多い

ということは考えられるかもわかりません

けれど、選挙運動用のポスターの掲示とい

うのは、何回も申しますけども、公職選挙

法の１４３条第１項第５号によって決めら

れておりまして、一方ポスター掲示場の設

置は、同法の１４４条の２第８項によって

条例で定めるということになってるわけで

すね。豊能町におきましては、豊能町の議

会議員及び長の選挙におけるポスター掲示

場の設置に関する条例というものも定めら

れておりまして、選挙管理委員会がこのポ

スター掲示場を設けているわけでございま

す。したがいまして、この豊能町選挙管理

委員会といたしましては、いかなる選挙に

おきましてもポスター掲示場を設置しなけ

ればならないということになっておりまし

て、この義務は立候補者の予定者の有無に

かかわらず、つまり無投票であるか否かに

かかわらず履行しなければならないという

ことになっておりますので、その点は御理

解をいただきたい。無投票の場合非常に無

駄であるとおっしゃること、御指摘はもっ

ともでございますが、法と条例の定めに従

いまして私たちは選挙事務を行っていると

いうことで御理解をいただきたいと思いま

す。 

  それから、選挙運動の選挙の立候補の期

間でございますけども、これは公職選挙法

に定まったものでございまして、私の私見

を述べることは控えさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そういう、最近、緊縮財政、緊縮財政で

地方公共団体も言っておりますので、やは

り府議会議員、国会議員のつながりが我々

にもありますので、そういう声をやはり国

のほうに届ける必要があるのではないかな

というふうに思っております。 

  次に、期日前投票制度、これがあります

けども、これも私、疑問やなというぐあい

に思っております。なぜならば、選挙運動

いうのは告示された日、我々議員あるいは
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豊能町の町長選挙であれば５日間ですよね。

告示の日のあくる日から期日前投票できる

わけです。選挙運動は告示の日からしかで

きませんわな。ほんならあくる日、告示日

のあくる日から投票できるけども、その投

票者は何を基準で何をもって候補者を選ぶ

のか、わずか前日の１日、その以前は選挙

運動はできない。だから候補者がどういう

考えでもってどういうことをしようとして

いるのか、わずか告示日の１日だけの判断

で、ましてや公営の選挙公報ですかな、そ

れは２日か３日目に出るわけですわな。に

もかかわらず投票行為はあくる日からでき

るということですわ。ということは、言い

かえれば、告示前にもう選挙運動やっても

かまへんでと、内緒でやってもかまへんで

というふうにつながるんちゃうかなという

ように思いますので、やはりさっき言った

ように告示前、少なくとも半月か１か月程

度前に締め切って、各候補者の選挙公報に

出す内容、それを選管がきちっと告示日ま

でにつくって、告示されると同時にそれを

配布すると、そうするのであればあくる日

からでもその期日前投票の制度は可能じゃ

ないかなというふうに私は思っております

が、あの制度は投票に行けない人とかある

いはいろいろな、投票日に投票に行けない

人のために考えた制度であって、その辺が

欠落してんのんちゃうかなと思いますけれ

ども、選管の委員長、この件についてどの

ようにお考えかよろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  お答えいたします。 

  期日前投票ということでございますけれ

ども、期日前投票制度は平成１５年の１２

月１日に法律で制定されたものでございま

して、今、議員おっしゃったとおりでござ

います。そういう目的のもとにつくられた

ものでございまして、公職選挙法で決めら

れたことで、私どもがどうのこうのという

お答えをすることはできませんけれども、

候補者の今の選挙公報のつくる段階という

ことをちょっと説明をいたしますと、これ

は選挙公報、何をもって判断するか、選挙

公報をまずするしかしゃあないと思います。

選挙公報の原稿は、立候補の届け出と同時

に候補者から提出をいただくわけでござい

まして、午後５時で締め切りますと、候補

者が確定しなければ印刷に入ることはでき

ません。そこで業者に原稿を渡して急いで

印刷しても翌日といういう形になるわけで

ございます。立候補者を前もって確定する

ためには、今申しました公職選挙法の改正

が必要となってまいりますので、現状のま

まではスケジュールとしてはこれが精いっ

ぱいという考えを持っておりますので、一

つよろしく御理解いただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  選挙制度で、投票に行く人が日曜日はい

けないということだけを考えてそういう期

間を設定したと思います。だからそういう

変則的な、そのことも一つ変えることによ

ってほかのことに影響してくるのちゃうか

なというふうに、私思っておりますので、

したがいまして、期日前投票をなくして、

投票日を土曜、日曜の２日間にするとか、

そういうことに変えたほうが私はいいんじ

ゃないかというふうに思っております。 

  もう一つ、選挙期間中あるいは選挙前で

も、電話でお願いするのはええと、これは

違反にならんというふうになっております

けども、これがやっぱり電話を受けるほう

にしてみたらごっつい迷惑なんですわ。そ
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れは一人や二人の候補者から電話が入って

も、そう苦にならんやろうけども、３０人

も４０人も、豊能町でも少なくても十七、

八人候補者おって、毎日毎日そんな電話鳴

ると、やっぱりこれは迷惑。自然と電話を

電話帳に載さんと消したり、人にわからん

ように知ってる人しかわからんような形に

してしまう今の状態ですわな。だからこの

電話での投票依頼、これはやはり私は禁止

すべきやと、こういうふうに思ってますね

んけども、その辺委員長どのようにお考え

か、よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  お答えいたします。 

  電話の投票依頼の禁止ということでござ

いますけども、今の法律では電話の投票依

頼は法律上制限はされておりません。誰で

も自由に行えるということで、これも当然

公職選挙法の改正をしなければならないと

いうことです。先ほどから公職選挙法の改

正と申し上げておりますけども、選管事務

局ではこれは府レベル、近畿レベルで国へ

の要望事項を毎年取りまとめて、これを要

望書として提出しておるわけでございまし

て、今後も委員の要望は十分にこれを事務

局と協議をいたしまして、取り上げられる

かどうかを協議して、いけるものにはこう

いう上申をしていきたいというふうにも考

えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ありがとうございます。 

  次に、この間の箕面市の選挙の投票率を

見ておりますと、たしか４２％ぐらいでし

たね。１００人おれば４２人しか有権者が

投票してないと。ましてや箕面市長は無投

票ですわな。ということは、箕面市長は本

当に市長に信任されてんのんか、信任され

てへんのんか、その辺もわからんわけです

わな。やはり我々首長であり議員であれば、

投票によって選ばれて初めてその権利を議

員としての権利を実行できるということで

ございますので、やはり最低でも６０％、

７０％の投票率がなかったら、これは市議

会議員は箕面市であれば３３人立候補して

２３人当選したけども、わずか半分以下の

投票率で当選したっていうても、議員の値

打ちはありますやろか。これはちょっとお

かしいなと思ってますねん。したがって今

の投票制度、投票権は国民の権利であって、

そしてこれは義務であるわけなんですわ。

だから、例えば一回はいろいろな都合で投

票できんかったかもわからんけども、２回

続けて投票に行かへんという人は投票の権

利を取り上げると、これぐらいのことをせ

んと、これは今の日本の国の選挙そのもの

が崩れていってしまうんちゃうかと。聞く

ところによると３０％以下でも、投票率で

も当選やということになってるとこも現実

ありますわな。だから永久に取り上げるわ

けじゃないけども、やっぱりそれに対する

義務のペナルティーをかけるということも

必要じゃうかなと私は思ってますねんけど

も、委員長どないでっか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  この問題につきましては、私の立場上私

見を申し上げることは御遠慮申し上げたい

と思います。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 
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○１４番（川上 勲君） 

  私の考え方でございますので、しかしや

はりこの投票率というものは非常に大事な

ものであると思います。したがってこの豊

能町の首長を決める大事な選挙が１カ月後

に控えておると、少なくともやっぱり７

０％あるいは７５％の投票率にするために、

選挙管理委員会も努力していただきたいな

と、こういうぐあいに思ってますので、ど

うぞよろしくお願いします。 

  次に、一番はじめにいうた選挙制度その

ものが６０年以上たって、昭和２５年やか

ら、余り変わっていないと。世の中の状態

はもう、昭和２５年当時と今とではがらっ

と変わっておると。電子投票方式にすると

いうことも何か一部でありましたけども、

やはり投票をする行為そのものをもっと簡

素にできひんのかなと。私はああいうパソ

コンとかあんなの得意でおまへんのでわか

りまへんけども、もっと簡単にできる方法

あんのちゃうかなと思ってますけども、電

子投票方式というのに委員長どのように考

えておられるか、ありましたらよろしくお

願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  お答え申し上げます。 

  今の電子投票方式というものは確かに認

められておりまして、古いデータで申しわ

けございませんけども、豊能町も平成１６

年に検討したことがございまして、そこで

試算をいたしまして、初期投資が3,３００

万円かかるという結果が出まして、開票事

務の職員の人件費を削減しても相当な経費

がかかるということで断念したという経緯

がございます。電子投票しますと、今、議

員おっしゃったように、開票が迅速に行え

たり無効投票がなくなったりという大きな

メリットがあることは事実でございます。

しかしそういうこととか、それから電子投

票は今認められているのが地方公共団体の

議会の議員、それから長の選挙を導入する

制度。仮に豊能町が導入しましても国政選

挙は投票用紙で投票しなければならない、

そういうデメリットがございまして、今回

いろいろと見送ってきた理由でございます。 

  また全国でも今のところ、私が知ってい

るところでは９回ぐらいの電子投票が行わ

れております。しかし岐阜県の例でござい

ますが、投票中にシステムが故障した。そ

うなってしまうとそれが裁判ざたになりま

して、結局その投票も無効になったという

判決もございます。そういう理由から、現

在においては豊能町では電子投票の導入は

非常に難しいということを考えております

ので、一つ御理解いただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  投票行為あるいは選挙運動に関してはい

ろいろ制約があったり難しいところがある

のは知っておりますけども、昭和２５年以

来６０数年間変わっていないということに

関しては、もう少し変わっていく手立てが

あるんじゃないかなというふうに思ってお

ります。 

  次に、公職選挙法の中でいろいろ制約事

項がありますけども、直接我々に関係する、

私も選挙をいろいろとかかわってきまして、

おかしいなと、疑問やなというふうに思っ

てるところがございますので、それに対し

て質問させていただきますのでよろしくお

願いします。 

  まず、公職選挙法１３６条、１３７条。

１３６条は自治団体組合ですね。いわゆる

自治労、自治団体労働組合ですか。そして
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１３７条は教職員組合の関係なんですけど、

１３６条は、公務員はその公務員がおると

この選挙運動に関してはできないと。１３

７条は学校の先生ですね。校長をはじめと

して先生は選挙運動ができないというよう

な条文ですね。しかし、先ほど言った自治

労あるいは教職員組合の推薦の候補者がお

りますね。そういう組合の推薦であれば、

なぜ候補者に対して推薦できるのか、その

組合の所属の人いうのは公務員であり、教

職員、学校の先生方ですわな。その方がま

とまって組合とななったら結局推薦いうの

は選挙運動の一環であるというふうに思い

ますんで、できるのか。その辺の違いがど

うも私、理解できへんねんけども、その辺

わかっておりましたらお答えしていただき

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  お答えいたします。 

  今、議員の質問の中で、１３６条とおっ

しゃいました。これは特定公務員の選挙運

動の禁止ということになっておりまして、

おっしゃっている１３６条の２が公務員等

の地位利用に対する選挙運動の禁止という

ことになっておりますので、この辺で条文

の、我々の解釈ということで御説明申し上

げますと、まず１３６条は、特定公務員の

選挙運動の禁止ということでございます。

この条文の趣旨は、これらの者が選挙運動

を自由にしますと、選挙執行の公正を害し

て、あるいは選挙人の投票に不当な影響を

及ぼすおそれがあると考えられるために、

これらの選挙運動は在職中禁止するという

ことになっておるわけです。これらの者は

在職中、選挙の種類を問わずに全て職務の

区域の関係なく一切の選挙を禁止する。こ

れが特定公務員ですね。特定公務員という

のは７種ございます。今おっしゃいました

中央選挙管理会の委員とか、中央選挙管理

会の庶務に従事する総務省の職員とか、国

の職員ですね。それから選挙管理委員会の

委員及び職員というふうに、あとは裁判官

とか検察官とかいうふうに、九つの職種が

ございますけども、そういう方の選挙運動

の禁止というのが１３６条でございます。

議員おっしゃっている１３６条の２でござ

いますけど、これが公務員等の地位利用に

よる選挙運動の禁止ということになるわけ

でございます。これは公務員がその地位を

利用いたしまして選挙運動または選挙運動

類似行為を禁止するという規定でございま

す。地位利用と、利用してということは、

その公務員としての地位にあるがために、

特に選挙運動を効果的に行うような影響力

または、便益を利用する意味がございまし

て、職務上の地位と選挙運動の行為が結び

ついている場合がいうわけでございます。

公務員の職員団体が特定の候補者を推薦す

ることが地位利用に当たるか否かというこ

とは、これはちょっと私の私見は控えさせ

ていただきますけども、公務員は国家公務

員法でも地方公務員法でも、政治的行為の

制限はすべて制限されております。という

ことが法１３６条の２ということでござい

ます。 

  それから１３７条でございます。これは

教育者の地位利用の選挙運動の禁止という

ことになります。この条文の解釈というこ

とになりますと、教育者がその地位を利用

して選挙運動を行うことを禁止した規定で

ございまして、ただし本条においては、教

育者がその教育上の地位を利用しないで一

般人と同様な立場で選挙運動をすることを

禁止しているものでは、これはございませ

ん。なお、地位利用ということは、直接児
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童・生徒、学生に選挙運動をさせることに

限らず、その保護者に対して働きかけるこ

とも含まれるということを御理解いただき

と思います。教職員の構成する団体が特定

の候補者を推薦することが地位利用に当た

るか否かという質問でございますけども、

これは先ほどの公務員の問題と同じことで、

私の私見は控えさせていただきますけども、

教育公務員特例法第１８条によっては、公

立学校の教員は政治的行為が全て制限をさ

れているということを御理解ただきたいと

思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  次に、１３８条、これは戸別訪問の禁止

ということですね。選挙に関し目的を持っ

て戸別訪問することができないというふう

に書いておりますけども、どういうときに

戸別訪問したらあかんのんか、全て戸別訪

問は禁止されてるのか、その辺がどうも理

解、私できませんねんけどね。戸別訪問は

全部あかんのかと。例えば自分の支持者に

自分の知人がおって、ちょっと候補者、そ

の家に行ってきてなと、挨拶に行ってなと

いうのは戸別訪問に当たるのんか、その辺

の解釈が非常に難しいと思いますけども、

そういう戸別訪問、ここに１３８条の戸別

訪問いうことを載っておりますが、その解

釈をどのようにしたらええのんか、ちょっ

と選挙管理委員会の考え方、よろしくお願

いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  お答えいたします。 

  戸別訪問ということで、法１３８条でご

ざいますけども、この戸別訪問の解釈とい

たしまして、選挙に関して投票を得るため

に、もしくはさせるために、またはそうさ

せないために戸別訪問をすることができな

い旨を規定したという解釈でございまして、

これはいろいろな戸別訪問の定義による判

例がございまして、２戸以上にわたって連

続して訪問するとされております、戸別訪

問というのは。２戸以上連続して戸別訪問

です。この判例の２戸以上というのは、２

戸以上の訪問を計画して、最初の１戸を訪

問することを含みます。計画も含むわけで

すね。そういうことですから、例えば訪問

を１戸にして次の訪問の計画があればこれ

は２戸以上という判断になっているという

判例がございます。 

  それからまた連続してという判例では、

間断なく歴訪する場合のみではなく、それ

だけではなく、二人の選挙人宅を日時を異

にして訪問する場合でもこれは含まれると

いう解釈でございます。相当幅の広い解釈

がされていると、判例では。 

  なお、何が戸別訪問に当たるか、個々の

事情によって判断すべき、一概にすること

がすべて違法といえるかどうかということ

は非常に難しい問題がありますので、それ

は事情が許す限ということになろうと思い

ますので、一つ御理解をいただきたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上議員に申し上げます。質問趣旨が非

常に幅広く解釈されておりますので、ご注

意いただきますように、簡潔にお願いしま

す。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今の委員長の答弁を持って、やはり戸別

訪問はできるだけ控えなければならないと、

場合によったら１３８条に抵触するという
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ふうに私は感じました。 

  次に１４１条の２、これは街宣車の乗員

の制限ですわね。これ４人以上乗ったらあ

かんというふうになっておりますが、例え

ばワンボックスカーで６人乗り、８人乗り

のワンボックスカーを街宣車にすると、後

ろに交代要員を載せておっても４人以上乗

っておるからあかんという制限であるのか

どうか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  お答えいたします。 

  自動車等の乗車制限ということで、１４

１条の２でございますけども、この解釈は、

これは主として選挙運動のために使用され

る自動車は、町長選、町議選の場合は自動

車一台及び拡声器一そろいということにな

っておりまして、１４１条の２において乗

車人員は運転士を除き今おっしゃった４名

でございます。と規定をされているわけで

ございまして、一台に乗り切れない運動人

が別の車に乗って追尾・並行するというこ

とは違法か否かについては今のところ文献

の判例はございませんけれども、いろいろ

と判断がござろうと思います。私の私見は

この場合省かせていただきますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  最後にもう１点だけ質問させていただき

ます。 

  うわさを聞きますと、最近、次の町長選

挙に対して署名活動をされておるような噂

を聞くわけでございます。この署名活動を

いうのは、１３８条の２で禁止されておる

わけですね。これは選挙期間中であろうが

なかろうが、告示前であろうが、署名活動

はあきませんよというような規定やと思い

ますねんけど、今何かちまたでうわさを聞

きますと署名活動が盛んに行われておると

いうふうに聞きますけども、この点に関し

て委員長の答弁よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  和田選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（和田充弘君） 

  お答えいたします。 

  今の議員の質問でございますけども、ま

だ私、具体的にその問題を把握しておりま

せんので、ここで御答弁することは控えさ

せていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  他にもいろいろ、文書配布の件とかいろ

いろ、ポスターの件とかありますけども、

注意が与えられましたので、以上で選挙管

理委員会委員長に対する質問を終わらせて

いただきます。 

  議長、この際、委員長の退席をよろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（和田選挙管理委員会委員長退席） 

（午前１０時１６分 休憩） 

（午前１０時１７分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  次に、第１番目に書いておりますダイオ

キシンの問題につきまして質問をさせてい

ただきます。 

  ダイオキシンは平成９年の５月ですかね、

こういう問題起こりまして、今日まで１５
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年ですね、いまだに、きのうも質問ありま

したけども、１４８本プラス５０本ぐらい

ですか、２００本弱のドラム缶に詰められ

た高濃度の汚染されたものが残っておると

いうことでございますので、この豊能町、

能勢町は全国に類を見ない、ごみ処理に関

する広域行政、これがこの組合が二つもあ

るというような状態ですよね、今。したが

いましてあのドラム缶を処理せん限り、組

合の解除と申しますか解体と申しますか、

そういうものが恐らくできひんやろうとい

うふうに思います。今日までのその流れを

いいますと非常に長くなりますので、平成

１８年の１２月１９日に、当時の能勢町の

中町長が英断をもって、山内の置いておる

ところから能勢町の役場の近所に保管され

た、それ以後豊能町も汗をかけということ

で、池田町長にかわられまして豊能町に引

き取ったと。それが現在も高山の地区に保

管されておるわけでございますが、その高

山の保管期間ですね、これが果たしていつ

までの期限で保管されるのか、答弁よろし

くお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  高山に保管してある高濃度ダイオキシン

類汚染物の保管でございますが、豊能郡環

境施設組合が地元と協定書を締結しており

まして、その協定書の中に保管については

最大２年間するという文言が入っておると

いうふうに組合からは報告を受けておりま

して、その期日はと組合に尋ねますと、平

成２５年１０月２８日までというふうに、

環境施設組合から聞いております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  平成２５年１０月２８日ということは、

来年の１０月２８日ですね。ということは、

あともう１年と２カ月ほどですかな。それ

が過ぎると基本的には、もし処理場所ある

いは処理する企業、あるいは処理済みまで

できない場合は、来年の１０月２８日を過

ぎるまでに基本的には、これはまた能勢町

に当然返されへんから、豊能町のどこかで

保管せなあきませんわな。処理できん場合、

また処理する場所が見つからない場合。と

いうことは、これ悠長なことを言っておる

わけにいきまへんのや。考え方によったら

今年度中、来年の３月までに処理する場所

を探して、処理する企業に対して処理でき

る状態までするならば、１０月２８日まで

にその処理をする場所に持ってこれますな。

ということは、例えば選挙に、９月末に選

挙ありますけども、誰が町長になれるか、

それは今のところわかりませんけども、果

たして今日まで４年間の間に豊能町が努力

し、豊能町の町長イコール施設組合の管理

者、努力して、豊能町も汗をかいて現在高

山に保管しておる。これが果たして町長が

かわっても、来年の３月までにそういうこ

とはできるのか。これは考え方によったら

恐らく無理やと思います。というのは、今

から１２年前、ダイオキシン、豊能町での

ドラム缶の処理は白紙撤回やということで

町長かわられましたわね。それ以後白紙撤

回もできへんまま８年間過ごしてきて、結

局我々豊能町、能勢町の住民にとっては厄

介者のどないもできひんドラム缶１４８本

残されたと。これはそのドラム缶を処理し

た業者、あとの残りの4,３００本のうち１

４８本を除いた分を処理した業者とか、あ

るいは汚染土壌を処理した業者にとったら、

我々は厄介もんやけど、その業者は金の卵

ですわ、あれは。どこにも持っていけへん
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やろと、私らが処理せなできひんやろうと

いうたかをくくった目で見てます。そこへ

持ってきて、この最近のチラシを見ると、

豊能町の議会議員の一人のチラシを見ると、

ダイオキシン処理は正攻法、ダイオキシン

は広域行政で完全無害化処理、１市３町の

広域行政で完全に処理できますと、こうい

うようなことを書いてまんねん。１市３町

の広域行政いうのは、今の猪名川町、それ

から川西市、能勢町、豊能町、この１市３

町で今現在運営しているあの焼却場で完全

に処理できるというぐあいに書いてまんね

んけど、果たして豊能町長も管理者として

１市３町の処理場の場所へ行っておられま

すので、果たしてほんまに向こうで安全に

処理できるのか、来年の３月までですわな、

今の保管場所から考えると、できるのか、

それちょっと答弁よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、おはようございます。 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  議員のおっしゃるとおりに、猪名川上流

ごみ環境施設組合のほうで、私、中町長と

もに一昨年からずっとお願いをしてきてお

ります。猪名川上流ごみ広域施設組合の議

員の方も御存じだと思います。その中で、

８月、猪名川上流広域ごみ処理施設組合の

定例会でも川西市長、猪名川町長にもまた

再度お願いをしておりますけれども、この

点につきましては当初、契約といいますか、

１市３町がごみ処理施設組合を設立すると

いうときから今日までの間に、ごみは処理

をするけれども、能勢のダイオキシン処理

はしないというようなお話がございまして、

今日まで全く見通しが立ってないというの

が現状でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今、町長が答えられたような形で、仮に

管理者、副管理者あるいは議会がオーケー

したとしても、今、東日本大震災で、きょ

うもテレビでやってましたけども、岩手や

福島のがれきを、福島の分のがれきはいざ

知らず、岩手県等のがれきも、全体では全

部責任持ってせなあかんいうておるけども、

大阪市なり鹿児島県なり決まったとこへ行

くと反対、反対ですわな、処理すんのんね。

結局この残された２００本近いドラム缶を

仮に猪名川上流のごみ施設のとこへ処理し

てもかまへんと、しかし国崎地域とかある

いは一庫地域とか、あの施設の近隣地の住

民の許可あるいはオーケーをもらいなさい

よとなるに決まってますわな。そうなった

場合、１年や２年、３年、４年でできます

か。これはもう現実に無理な話ですわな。

にもかかわらず１市３町の広域行政で完全

に処理できますというぐあいに、さも３年

前の民主党のマニフェストみたいな、そう

いう形でこれ書かれてまんのやな。 

  もう一つ、ちょっと聞きたいねんけど、

この溶融炉ストーカー方式、こういう方式

がおまんのか。ちょっと副町長、どないで

っか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  お答え申し上げます。 

  溶融式ストーカー炉というのは、システ

ム上ございません。川西の１市３町の場合

は、ストーカー炉に対して、あと灰溶融を

するための溶融炉がセットされてるという
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意味ですので、溶融式ストーカー炉という

焼却システムはございませんので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということですわな。溶融炉はあくまで

も溶融炉、ストーカー方式いうのは、結局

７００度ぐらいでごみを直接燃やすと。豊

能郡の組合のあれもストーカー方式でした

わな。ちゃいまんのかいな。砂であっため

て燃やす方式で７００度ぐらいで燃やす方

式ちゃいまんのか。ちょっとそれ答えてく

ださい、どういう方式やったか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  お答え申し上げます。 

  郡施設組合の分については流動床という

方式です。今焼却炉使われてるのは、基本

的な方式はバッチ、昔の方法ですね。それ

とストーカー、流動床、溶融炉という格好

でございます。また新しいのはちょっと覚

えてない、そういう格好になっております

ので、よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということは、このチラシから見ると溶

融炉ストーカー方式というのは全く新しい

方式ということでんな。わかりました。 

  次に、こういうドラム缶、先ほども何回

でも言っているように、来年の３月までに

場所は決定せんと、来年の１０月２８日、

それ以後はまたどこかで保管せんなんとい

う事態も起こってきますので、これはやは

りこんな軽いチラシで住民が信用して町長

が変わっていくことになると、恐らくまた

１２年前の、平成１２年の状態に私は戻っ

てしまうと、結局このドラム缶を処理する

のにまた来年以降、１０月以降、やいやい

言うて３年、４年、５年、そのドラム缶を

処理するのにやいやい言うてかかると。こ

れ今、池田町長の努力によって豊能町に引

き取り、豊能町から高山へ持っていってさ

も何もなかったように収まってますけども、

例えばこのドラム缶、置き場が希望ヶ丘の

隣地で用地を確保して置いたり、あるいは

またときわ台の隣地、ここへ場所を確保し

て置いたりしたら、わいわいわいわい、た

いこたたいて反対する、今ごろはわいわい

わいわいなってますわな。そういう認識を

やっぱり私ら町民、議員をはじめ住民はそ

ういう認識を持ってやっぱり、これはどの

ように処理、必ず処理せんなんねんからね、

どんな状態で処理せんなんかということを

もっと正確に正しく、やっぱり住民に伝え

て、住民も正しく理解せんなんと、こうい

うことは私は非常に大事であるように思い

ますけども、その辺来年の３月までに完全

にその場所を確保して、１０月までには処

理すんのやという意気込みがあるのかどう

か、池田町長、答弁よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  先日もダイオキシン問題で御質問がござ

いました。私といたしましては任期中に何

とかやりたいということで、鋭意努力をし

てきたところでございますけども、残念な

がら任期がきてしまったということで、施

設組合議会でも非常に申しわけなかったと

いうことで謝罪をさせていただいたところ
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でございます。 

  その理由につきましては、やはり場外処

理ということを、私も甘い考え方を持って

おりまして、場外処理を目的に鋭意努力を

してきたところでございますけれども、や

はり川上議員のおっしゃるとおりに、場外

処理につきましてはそれぞれ皆さんが理解

をしていただけなかったと、地域も入りい

ろいろな流れの中でやってまいりましたけ

れども、なかなか地域の皆さんまでまいり

ますと、地域の皆さんの反対を押し切って

地域行政がオーケーを出していただけなか

ったというのが実情でございます。 

  先日も申しあげましたとおりに、行政側、

管理者一人が責任のようにということで、

私は当然今、強く川上議員の質問に対しま

して責任を痛感しているところでございま

すけれども、残念ながら任期がまいります。

その後につきましては、私も立候補はさせ

ていただいておりますけれども、全くお答

えはできないという今の状況でございます。 

  先日でございましたけれども、まだ２６

日、場内処理をするための話をしに私はま

いっております。地域に行っております。

しかしながら、昨日も申し上げましたとお

りに、議員の皆さんそして町民の皆さんが

本当に危機感を感じておられるだろうかな

ということは、私はこの４年間痛切に感じ

てまいりました。これはやはり大きな、環

境施設組合、能勢町、豊能町の汚点でござ

いまして、これを本当に真摯に考え、そし

て１日も早く処理をするために鋭意努力を

していかなくてはならないということを今

も痛切に感じているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  １２年前のあの再現がこないように、私

は祈っておる次第でございます。 

  次に、国の将来と豊能町の将来について

質問をさせていただきます。 

  ８月１４日でしたかな、ロンドンオリン

ピックが終わりましたね。１７日間ですか。

終わったけども、日本がメダルをとりまし

た。そのとった獲得数は３８個でしたかな。

金銀銅を含めてね。その３８個のうち元来

は競技の内容を見てみると、重量挙げとか

あるいはレスリング、あるいはサッカー、

これは以前は男性のスポーツでしたけども、

ここ近年は女性もそういうスポーツをして、

そしてあのロンドンのオリンピック重量挙

げそれからレスリング、サッカー、男より

上の成績でしたな。これ見てみると、私は

改めて日本の女性、大和撫子、随分強くな

ったなというふうに感じております。しか

し中国のことわざに、雌鶏鳴いたら国が滅

びるということわざがおまんねや。 

（発言する者あり） 

○１４番（川上 勲君） 

  ことわざですね。私絶対そんなこと、蔑

視はしてへんけども、そういうことわざが

おまんねや。知ってはる人はいはりますけ

どね。私一人で、ああ日本の国もこれで滅

びていくのかなというぐあいに、現在感じ

てまんねんけど。しかしその証拠に、今、

領土問題ありますわな。戦後すぐに北方領

土はロシアにとられてしもて、もうロシア

が支配してますわな。この間、以前もそう

やけどメドベージェフ首相ですか、行って

ますわな、２回目ですわ。竹島、島根県竹

島って日本の国になっておるけども、実効

支配は韓国がしてまんがな。この間尖閣諸

島、あれ状態見てみると、完全に凶器準備

罪あるいは公務執行妨害、家宅侵入罪です

か。それで起訴を絶対せんならん。一旦逮

捕したけど無罪放免にして帰してますわな。

これ日本の今の政府でほんまに日本の国守



 

 3－17 

れるのかなと、そういうぐあいに私、思っ

てますねんけど、町長一つ質問するけども、

私はアメリカとの安保条約ありますわね。

それをやっぱり密にやって、そして憲法す

ぐにでも改正して、やはり日本の国の領土

をきちっと守っていくと、強い気持ちがな

かったら恐らく近い将来日本の国ないよう

になってもろて、中華人民共和国日本州豊

能町になるのちゃうかなと、私それぐらい

思ってまんねん。ほんまに実際のとこ。ほ

んまに安保条約ほんまに切れるか切れへん

今の状態やけども、あれがあることによっ

て辛うじて日本の国が守られてるような状

態やと、私はそない思ってますので、そん

なとこちょっと町長の考え一遍聞かせてく

ださい。頼みます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  町長といたしましては、答弁ができない

というふうに私は思っております。東京都

知事と違いますので、それだけの力もない、

いろいろな流れの中ではできないと思って

おりますけれども、これは川上議員の私見

だということで、私も私見でお答えをさせ

ていただきたいというふうに思います。 

  日本の国、日本外交、戦後から今日まで

６０数年間やってこられました。その流れ

がどういう流れであったかということが、

今ここにきているのではないかなというふ

うには思っております。しかしながら、こ

れから先の、これは日本の国のことでござ

いますので、国会議員の皆さん方がそれぞ

れ御議論をいただきまして、これから先の

日本の国をどう立て直していくかというこ

とについてのお話だと、豊能町議会でのお

話ではないというふうに認識はしておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  豊能町の議会では豊能町のことを中心に

言うたらええねんけども、やはり豊能町の

住民であり日本の国民ですわ。やっぱり日

本の国民一人一人が国のことを憂えんと、

ちょっとぐあい悪いんちゃうかなというぐ

あいに私は思ってます。 

  次に、今の国の状態、国会の状態ですわ

ね。それに対して豊能町にどんな影響があ

んねやという質問をさせていただきたいね

んけども、きのう、おとといでしたか、問

責決議案出されましたわね。結局、会期末

の９月８日まで休会のような状態ですわな。

これやっぱり民主党はもちろん自民党も何

やってんねんと、あほちゃうかと私思って

まんねん。大震災起こって、こういう日本

の状態、それにつけこんで、ロシア、韓国、

中国、北朝鮮は拉致した人間そのまま何も

せんとほっといてる。こういう近隣諸国の

今の日本の置かれた状態の中で問責決議案

出してそれを通して、あとは休会やと、こ

れはもう国会議員の使命を果たしてへんの

ちゃうかな。特に政権政党の民主党そして

第二党の自民党、この国会議員はたるんで

おると私思ってまんねん。それは国民がそ

ういう既成政党離れるのは、これはもう当

たり前やなというぐあいに思ってまんねん。

だから橋本大阪市長のような、ああいう人

心をあおりたてて、そして実態が伴わない

言葉でも一般住民は救世主のようにしてや

ってるわけですわ。もうちょっとやっぱり

今の現状の国会議員がしっかりせなあかん

なというふうに思っております。この国会、

問責決議案出たために特例公債法案ですか
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な、これがまた１０月以降に延びますわな。

これやはり２４年度の予算が通ってんねん

から、これはやはり早急に通すべきやと私

思っておんねんけども、結局１０月以降に

しか通れへんと、このような状態の中でそ

ういうことが豊能町に対してどういう影響

があるのんか、その辺ちょっと答えていた

だけませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  議員御指摘の特例公債の法律が通過しな

ければ豊能町の財政等に影響がどう出てく

るかということだと思いますけれど、まだ

直接的にうちのほうに文書が来ているとい

うことではございませんけれど、新聞紙上

では秋の交付税の時期がおくれるとか、そ

れからあるいは国庫補助対象の内示等がお

くれてくるというようなことが言われてお

りますけれども、これが法律が通らなけれ

ば私どものほうにそういう通達が来るので

はないかなというふうに思っておりますの

で、できるだけ早く支障のないように法律

を通していただきたいというふうに思って

いるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  もうちょっと国会議員もしっかりしても

らわなあかんなということですね。 

  次に、アメリカの元大統領のケネディ大

統領が、尊敬する日本人は誰やということ

があって、上杉鷹山いうことをおっしゃっ

たそうですね。その上杉鷹山は、九州の高

鍋藩の秋月家いうとこから、米沢藩の上杉

家へ養子に行った人ですね。それで開国を

やった立派な人でありますけども、その上

杉鷹山が師事を仰いだ人に、細井平洲とい

う人がおったそうでございます。これはき

のうかおとといかの産経新聞の夕刊に載っ

てましたけどね。その細井平洲いう人が、

上杉鷹山が養子に九州から行くときに、

「勇なるかな勇なるかな、勇にあらずして

何をもって行わんや」という言葉を贈った

そうでございます。これ、どういうぐあい

に解釈したら、私もわからんねんけども、

漠然と、勇気を持ってことをせいというこ

とかなというように思いますけども、その

細井平洲が、政は民の心に従う政、民の心

に従って政をせいと。ということは、豊能

町の行政も豊能町の住民の心に従って政を

せいという意味やと思いまんねんな。しか

し最近の住民の心は、いろいろなエゴが出

てきてまんな。行政いうのは、訴えに対し

てすることもあるときには必要やけども、

声なき声を大事にして、そして機会均等な

気持ちでその行政を推し進めていくという

ことが私は大事であると思います。池田町

政が過去４年間財政再建、このために２５

項目を掲げられまして、実質３年間ですわ

な、３年間で１０億円強の基金を積み上げ

られましたわな。これは職員の給料カット

や、あるいは特別職の報酬カットをして各

種団体への補助金のカット、あるいはまた

ユーベルホールの休館、エスカレーターの

廃止、公民館の各自治会に移管、こういう

ことを掲げまして、そしてこういう問題点

があるからということを住民に投げかけら

れて、そしてそこで関係する住民が協議を

して、そしてその内容を決めてもらうとい

う手法で住民にこの行財政改革の意識を持

たされたというのは、これは言いかえたら

住民もそういう意識を持ったというぐあい

に考えたら、いつも町長がおっしゃる協働

のまちづくり、これにマッチしてるんじゃ

ないかなというぐあいに思っておりますけ
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ども、協働のまちづくりに対して町長のお

考え、いつも言っておられますが、もう一

回答弁よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  先ほどからの質問でございますけれども、

協働のまちづくりということにつきまして

は、私といたしましては行政側から提案を

させていた提案型、行政側提案型協働のま

ちづくりというような形の流れでなってき

ているのではないかなと思っております。

議会の皆さんあるいは住民の皆さんからの

提案型のまちづくりは、私の任期中なかっ

たというふうに認識しております。しかし

ながら、なかなかそれぞれの皆さんから御

理解も得られなかったといいますか、そう

いう流れで、今日まで来ているのではない

かなという私の思いがございます。しかし、

少しは皆さんも御理解をいただいて、この

流れがきてるなというところもございます

ので、今後に向けまして住民の皆さんある

いは議会の皆さん、そして行政側が一体に

なってこのまちをどうしていくべきかとい

うことを考えていただければ幸いかなとい

うふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ある一定の基金が必要やけども、不必要

な基金はためるのはケチだけのもんですわ

な。 

  この間、きのうおとといですか、参議院

で、大都市地域特別区設置法というのが可

決されました。これによって橋本市長が提

唱している大阪都構想、これは恐らくもう

急激に進んでいくと思いますわ。これが進

むことによって我々基礎自治体もそれに参

加しなくてはならないので、多分影響が出

てきますわね、近い将来。その後は結局、

道州制を含めた、多分１０数年来のうちに

道州制を含めた改革がこの豊能町にもやっ

てくるというような今の状態やと私思って

ますので。そしてやってきたら豊能町なん

かも小さい自治体なので、しっかりせんと

蹴散らされてしまいますわな、実際のとこ。

そこである程度財政力を持って、そしてこ

の豊能町の地域整備、きちっとされてない

と、私はあかんと思います。それで今、９

月の選挙に向けて町長は庁舎一体化構想を

提案されておられますが、これはどのよう

なメリットがあるのか、答弁していただき

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  現状、今、豊能町は、財政が豊かだった

ころに前任者の皆さんがそれぞれ両方に設

備を投資をしてこられました。しかしなが

ら、今、川上議員のおっしゃいましたとお

りに、大阪のまちがあるいは大阪の府がど

のような形になっていくかということにつ

いては、私はここ近年すごく不透明である

というふうに認識しております。これから

先もどういう形で流れていくのかというこ

とにつきましては、なかなか見通しが立た

ないという状況下の中で、私はずっと申し

上げておりますけれども、災害時の９事業

いろいろな問題等々については少なくとも

１０億円の金は豊能町には置いておかなく

てはならんでしょうということで申し上げ



 

 3－20 

てきました。その枠の中で今、この豊能町

が、この小さな町が大阪府の職員よりも少

ない小さな町が今後どう生き延びていくか

ということに対しましては、庁舎の一元化

は絶対避けて通れないだろうというふうに

思っております。また町税の税収あるいは

交付金の減少、いろいろなことを考えあわ

せていきますと、縮小した形で利便性を上

げるということが一番大事なことではない

かなという思いがございました。この１年

間、西地区の吉川支所へもまいらせていた

だきました。いろいろな流れの中で、この

東西両豊能町を眺めますと、東西だけでは

ございません。今は箕面森町もできており

ます。これから能勢町もございます。いろ

いろなこの一角を見たときに、この一角の

中で生き残るのはこの豊能町ではないかな

というふうに私は思っておりますので、削

減あるいはいろいろな流れがございますの

で、その分につきましてはこれから先、私

は町民の皆さんに訴えをさせていいただい

て、私はこういう形でやりたいという思い

がございますということを訴えさせていた

だいて、これから先、進んでいってまいり

たいというふうに考えております。細部に

わたりましては、相当時間がかかりますの

で控えさせていただきますけれども、その

点はご了承いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  この北摂地域といいますか、止々呂美、

森町、豊能町の東地区、そして西地区、そ

して能勢町全体あるいは川西市の北部地域、

この全体の地形的姿勢的な形を見ると、私

は東地区の出身の議員でありますけども、

従来この今の役場、これが果たして今名前

を上げたその地域の中心地になるのかいっ

たら、これは恐らく無理やと思います。や

はり中心地になるのは西地域ですわな。そ

の西地域に豊能町の一体化する庁舎を建て

ると、将来そういう波が来たときにこの北

摂地域の中心地はどこやということになる

と、そのときにそういう機能的な庁舎があ

ることによって、能勢町そして川西の北部

地域あるいは止々呂美、森町、東地区を含

めた形の場所づくりをすることが、今これ

から先、絶対必要なことやなと思ってまん

ねんな。その場所は悲しいかな、ここにつ

くれとは言われへん。地勢的な形を見ると

ね。ただし、これは一つの条件があるわけ

ですわな。その条件は、前を通っておるの

が４２３号線、西地区を通っておるのは４

７７号線、そして川西から北部地域を通っ

て能勢のほうへ行ってる１７３号線、四、

五年前に４２３と４７７は森町の開発によ

ってつながれた。しかし１７３号線はつな

がれてないと。あの西地域の今の支所の周

辺に、そういう一元化構想でもってくんね

やったら、条件の一つとしてあの都市計画

道路になっておる光風台４丁目から大和団

地へ抜けて山下まで、その道を絶対抜く必

要があるんちゃうかなと、これが一つの私

は条件思ってまんねや。そうすることによ

って川西の北部地域はもとより、能勢町の

西地域も１０分ぐらいで西地域のそこへ来

れると。完全に豊能町の名は残り、そして

北摂地域の中心になるということを考えた

ら、やっぱりこれは一元化構想であのとこ

ろに機能的な庁舎をつくることが私は絶対

必要やなと、そのためには今言った、いわ

ゆる国道をつなぐバイパスですわな。これ

が必須の条件やと、こういうぐあいに思っ

てますけども、町長その考えはどないでっ

かな。答弁よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  おっしゃるとおりでございまして、今、

能勢町でも学校統廃合の一元化ということ

で、能勢町長もいろいろと施策を考えてお

られます。その枠の中で、やはり両町が話

し合いをしながら一元化の流れと一緒にな

って考えていけばいいなという施策もござ

いますので、その辺を十分に加味してこれ

から先話し合いをしていきたいというふう

に思っておりますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  西地区に本庁を持っていくということは、

ほんならこの東地区はどないすんねんと、

ほっとくんかいと、こういうことが当然出

てきますわな。幸いにこの東地域は希望ヶ

丘いう新しい新興住宅地もありますけども、

従来は農業地域ですわな。今、農業地域で

ありながら農産物の集積地あるいは農産物

販売する、それぞれ勝手にそれぞれの思い

でやってはるけども、やはりそういう農産

物の集積地いうか、一つ例えば道の駅、そ

ういうものをこのところにつくって、なお

かつ販売する場所も併設する。さらに言え

ば防災施設、十分この建物利用できると思

いますわ。昭和５６年以前のものは壊さな

あかんけど。日々の住民の役場に対しての

いろいろな手続とかそういうもんは、ここ

でできるような形にもちろんせないかんけ

ども、そういう形をすることによってこの

東地域の活性化もできてくるんじゃないか

なと私は思ってますので、その辺の考え方、

町長もしありましたらよろしくお願いしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員のおっしゃるとおりでございま

して、今ここで私が申し上げていいのかと

いう、ちょっと流れがございますので、東

地区が利便性が低くなってくるというよう

なことについては全く私は考えておりませ

ん。やはり協働のまちづくりということで

ございますので、私といたしましてはこの

４年間も東・西関係なしにどのようなこの

まちをつくっていくのがいいかということ

を考えながらきたつもりでございます。今

後におきましてもやはりそういう川上議員

のおっしゃるように、この東は東をいかに

どのような形で生かしていくか、あるいは

西地区は西地区でどのような形で生かして

いくかということにつきましては、私なり

に考えを提案をさせていただいて、議員の

皆さん方と今後の御議論をさせていただき

たいというふうに思っておりますので、こ

の際お答えにつきましては控えさせていた

だきたい、このように思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  池田体制で過去４年間、基本的な体力は

つけられたと。そして庁舎一元化構想で以

て大阪都構想をはじめとして道州制やそう

いういろいろな他地域から受ける荒波に埋

没することなく、豊能町の名を残して、そ

して豊能町の住民が安心して暮らせるこの

地域づくり、今後も町長、責任持ってその

ことを貫徹していただきたいということを

希望いたしまして、私の質問を終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  関連質問はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊能第一クラブの一般質問を終

わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、１１時１０分といたします。 

（午前１１時０３分 休憩） 

（午前１１時１２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、公明党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問時間および答弁を合わ

せて８０分とします。 

  高橋充德議員を指名いたします。 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  ２人目でございます。指名をいただきま

した、３番・公明党の高橋充德でございま

す。ちょっとややこしい名前で、いつも間

違えられるんですけども、よろしくお願い

を申し上げます。 

  理事者の皆様にはどうか紳士的な建設的

な御意見をいただきますように、ひとつよ

ろしくお願いをいたします。 

  ７月３日と８月９日に東と西に分かれて

町の財政状況というのを、総務課長が高齢

者協働セミナーの場で発表をされておりま

した。その内容的には、平成２１年度から

２３年度にかけて財政再建計画の実行によ

る歳出の削減と地方交付税の増や国府の臨

時交付金の増加による財源に依存しており

ましたいうことと、財政状況はこれによっ

て現在は安定していますというような報告

内容でございました。今後は町税の減収が

さらに進む一方であります。また地方交付

税の伸びは期待できない、基金の取り崩し

による財政運営を余儀なくされる、実質単

年度収支は赤字が続くであろうと、このよ

うなことも説明をされておりました。効果

的な歳入の増加策はないという状況という

ことと、歳出の削減を進めるほかはないと

言い切っておられる状況でもありました。

行政の皆さんにおいては何とかしなければ

ならんと思っている方もいるとは思ってお

りますが、多分自分に与えられた目の前の

仕事、縦割りの仕事ですから、目の前の仕

事をこなしていることが多いのではないか

と思わざるを得ない状況ですが、そうでは

なければいいと思っておるんですけれども、

根底からそういうような意識改革というの

も変えていかなければ、町は衰退の一途を

たどってしまうというふうに危惧をしてお

ります。 

  町税の増収を図るべきとの思いで何度も

この場で空き家対策ということで、空き家

をなくして定住していただける方を呼び込

もうという意見を述べさせていただきまし

た。２３年の４月号で、豊能町活性化プロ

グラムという特集の中で、定住化の促進と

いう４項目を発表しております。これらの

進展ぐあいの中で質問いたします。 

  直接税を納めていただける対策として、

直接税として、住民をふやして定住化して

もらう対策というのはあると思いますが、

さらに打っている手はあるのかどうかお尋

ねをいたします。よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  税収でございますが、基本的には総務課

長が説明をしたとおりの状況に今のところ

はなるのではないかというふうに思ってい

るところでございますが、一番人口を増加

させて税収の安定を図る方法としましては、
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やはり雇用の創出というのが一番だろうと

いうふうに思いますけれども、豊能町の立

地とか市街化調整区域という枠もございま

すし、また個人地がほとんどでございます

ので、新たなそういう工業誘致というよう

なものについては困難な状況にあるという

ふうに思っているところでございます。 

  先ほど議員もおっしゃいましたけれども、

２３年から２５年にかけては町の第１期の

実施計画の中に、教育・子育てのまちづく

り、あるいは定住化の促進、それから農林

観光の三本柱の重点施策として取り組んで

おるところでございます。教育・子育て等

につきましては、一定計画どおりに幼保一

元化あるいは２人目からの保育料の無料と、

そういったような施策で子どもたちがふえ

る、子どもを育てる世帯ができるだけ多く

入っていただくという施策はやってるとこ

ろでございますが、御指摘の空き家対策等

についてはなかなか手が回っておらないと

いうのが現状でございます。ただ、西地区

につきましては、住宅業者が川西あるいは

豊能町の住宅業者等があっせん等をやって

おられます。ところが東地区については、

そういうあっせん等がないというような状

況で、空き家バンクということで登録をし

ていただくということでやっておりますけ

れども、住みたいという方は、今、豊能町

では３件ございまして、そういう物件がな

いかということで探しておられますけれど

も、物件を活用という方が出てこられない

ということで、これについては各自治会長

会等を通じて、東地区の自治会長あるいは

吉川の自治会長等にお願いをして、そうい

う心当たりがあれば企画政策課のほうにお

知らせを願いたいというようなことでお願

いをしているというのが現状でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  特効薬的な、そういう施策というのはな

かなか難しいんですけども、確かに教育の

まち「とよの」というのはかなり定住化し

つつあるんですが、目に見えてふえている

かというとそうでもないんですね。子育て

の２人目以降無料ということで幼稚園、保

育園のほうが数が多くなっていることは確

かです。だからと言って人口がふえている

のかというとそうでもないんですね。そう

いうことにおいて住宅については、ここに

チラシが、ちょっとこれ一、二年ぐらいの

チラシあるんです。これは私、業者に直接

お伺いをいたしました。これ３件ございま

す。町内には３軒の宅建業者が向こうのほ

うにございます。そのうち全部回らせてい

ただいて、御意見をいっぱい聞かせていた

だいたんですが、希望があれば回しますけ

ども、豊能町の物件は豊能町の中だけです

と、中の人を対象にやってますと、要する

に光風台地域の物件を売るのには、例えば

宅建業者に個人が委託するんだけども、町

内だけに、前も言いましたけれどもチラシ

回してるんですよね。それじゃあものは売

れないなということと、もう一軒の方は大

手のこれは宅建業者の方なんですが、ちょ

っと手を引こうかななんていうことをおっ

しゃる人もおって、これはいかんなという

ふうに思っておるんですけども、やはりせ

っかくつくった空き家バンク、これを大い

にもっと活用せないかんのじゃないかとい

う気もするんですね。空き家バンク制度を

立ち上げて何カ月になるのか、それをちょ

っともう一回、再度お答え願いたいと思い

ます。空き家バンク制度を立ち上げて約何

カ月になるのか、何年になるのか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  空き家バンクでお願いしたのは、各自治

会長にお願いしたのは去年の一番初めの自

治会長会で、町としてはこういうことを考

えているということで、ぜひとも空き家等

もちらほらといいますか、見受けられます

ので、そういったようなことをやってるの

でお願いしたいといってお願いしたのが昨

年の５月ぐらいだったのではないかなとい

うふうには思ってるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  これ多分、古民家だけの情報を収集した

んじゃないかと思うんですよね。前から古

民家のみでは登録したって誰も来ませんよ

というふうに私、言わせてもらったことあ

るんですが、前回、古民家だけでなくて、

宅建業界を巻き込んだこういう事例もあり

ますよということで提示をさせてもらった

んですが、なぜ宅建業界と手を結んで協議

をして空き家バンクを、空き家制度を充実

させて、町内の空き家をなくする対策をと

らないのかというとこあるんですが、そう

いった宅建業界と結べない理由というのが

あれば教えてもらいたいと思うんですが。

よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  西地域の宅建の売買等については、私ど

ものあれでは近隣の、豊能町だけのじゃな

くって近隣の方々にもチラシ等は入ってる

というふうに、私自身は認識をしていたと

ころでございます。よその団体等もそうい

う空き家バンク制度というのをやっておら

れるというところで、成功されてるところ

といいますと、例えば初めの受付から生活

をされて、それをずっとフォローするとい

うところまでやっておられるというような

ところは割り方成功してるというようなこ

とを聞いております。ですから、いろいろ

と生活をされる上で相談から何から全部そ

ういう窓口に立っているというようなこと

で成功されてるというようなことを聞いて

おるところでございます。豊能町の場合、

今、企画政策課でやっておりますけれども、

課長を入れて４名しかございませんで、そ

こまでちょっと手が回らないというのが現

実でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  そうでしょうね。よそにもチラシ流れて

ると言いましたけど、これは希望者のみで

ごく一部です。ほとんどやってませんとい

う回答でした。 

  それと、宅建業界にお訪ねしたとき、要

するに行政からこういう相談が来ればぜひ

とも協働して手を組んでまちの活性化のた

めにやっていきたいという業者さんが２件

ございました。１軒の方は以前手を引いて

細々と自宅でやっておる人ですから、これ

はもう余りとおっしゃったんですが、あと

大手の方は、ぜひとも町の行政と手を組ん

でやっていきたいというふうに大きな希望

を持っています。なぜかというと、この豊

能町をもっともっと発展させたいという希

望を持っておられます。毎日毎日窓から見

ておっても、ちょっとやっぱり寂しくなっ

てきますねというふうにおっしゃる方がい

っぱいだったんですよね。 

  ここに、町の空き家バンク制度をつくっ

て、これは体裁はすごいすばらしい、いい
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体裁でつくっておられます。やっとできた

なと思って安心はしておったんですけども、

この中の登録申請書には、これは申し込み

区分に、農業、経済、教育、文化、芸術活

動等を行うことにより、地域の活性化に寄

与しようとする者と、あとは本町の自然環

境、生活、文化等に対する理解を深め、地

域活動への積極的な参加を行うことで地域

住民と協調して生活しようとする者と、こ

ういう大きな規定がておるんです。これじ

ゃきませんわな。もう一丁、希望する地域、

余野、川尻、木代、切畑、野間口、高山、

牧、寺田、吉川、旧村だけなんですね。こ

れじゃあちょっと、もう豊能町にこんでも

ええわ言うてるようなもんですわ。やはり

もう少し考えていただいて、この区分にし

ても、こんだけ縛りつけたら、住みたいけ

ど、行きたいけどこんなんで行かれへんわ

というふうになってくるし、地区はどこだ

と言ったら、ちょっと旧村ばかりで新しい

新興住宅地には入れないなという規定もあ

るんですよね。ここを撤廃するためには今

言った、いろいろと後々の問題等をおっし

ゃいましたけども、これは前回も私ちょっ

とちらっと言わさせてもらったんですが、

対策的には、こういうふうに言ったんです。

豊能町の将来を考えると思い切ったメスを

入れていかなきゃいかんということで、空

き家バンク制度をつくって、例えば税金を

何年間か半分にしてあげるとか、固定資産

税を何年間か免除してあげますよとか、子

育てについてはどうしてあげますよとか、

そういうふうな付加の価値をつけてどうで

すかという質問をさせてもらったんですが、

そこで検討という、正規ないい返事はいた

だけなかったんですが、このように、やは

りそういうふうな手を打って、付加価値と

いうか、あとはもう一つあるんですけども、

かなり売りたいというんじゃなくて貸した

いという方も結構おられるんですね。借家

にしたいという方。こういう方にも借家に

したら町が何カ月間、何年間か少し買い取

って面倒見てあげますよと、やはり一時的

にお金が出るんですよね、町から。でも予

算組んで、使用しなければまた元に戻せば

いいんですよね。そういうような施策も必

要になってくるんじゃないかなと私思って

おるんですね。そうすると町はますます、

そんなに一遍にはならんと思いますけども

活性化していくんじゃないかな。税収もこ

れから先、町民税なんかも見込めるのでは

ないかという思いはあるんですね。こうい

ったお考えをもう一度真剣にお考えしてい

ただきたいと思うんですが、これは財政と

相談しないけいけませんけども、ぜひ検討

していただきたいと思うんですが、検討す

る余地があるのかないのか、総務部長にお

伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  新しい住民の方を入れたいということで、

各団体でもいろいろな施策をやられてると。

家を建ててそこに入っていただくというよ

うなところ、ごっつい優遇をされるなとい

うふうには思うわけでございますけども、

そういったようなところ、それから今言わ

れるように税金を何年間か免除するという

ようなところというのが非常に多いように

は思いますけど、町全体を考えますと、こ

れ、そういう施策を打っていくということ

については大きな財源等も必要となってま

いりますので、ちょっとやるということに

なれば根本的から、１からちょっと検討し

て、そういう財源等の見通しもきちっと立

てた上で、例えば今、第１期の実施計画を

しておりますけれども、定住のための施策
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として第２期計画等に入れてやるかどうか

というのは、ちょっと先の話になりますけ

れども、大きく財源の後ろ盾等も考えた上

で、施策を打っていかなければならないの

ではないかというふうに思っておりますの

で、これについてはちょっと宿題というよ

うな形になりたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  大きな宿題となると思いますけども、こ

れも本当に真剣に考えていかなきゃ、これ

から本当にまずいのではないかなと思うん

ですね。やはり直接税金を増やすためには、

やはりそういった施策を、思い切ったメス

を入れていくというようなことも必要では

ないかと思いますので、ぜひとも御検討を

していただきたいと思いますので、よろし

くお願いをいたします。 

  もう１点、以前から他の議員からも質問

等があるんですが、バナー広告、有料広告

ですよね。これを募集するようにとの議会

で質問があったと思うんですが、私から、

その後どのような状況なのかというバナー

広告、要するに豊能町の広報に載っている、

載せているような広告取り、これを状況を、

今の現状を教えていただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  広報「とよの」で広告を募集してるとい

う方法と、もう一つはホームページで募集

をしてるというところでございます。大体

１年間で広報のほうは１２万円ぐらい、そ

れから今、バナー広告では、今９件のバナ

ー広告が載ってるというふうに思っており

ます。多いときは、ことしの３月は１５枠

が載っておりましたですけれども、今現在

は９枠になっているというような状況でご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  現在９枠というのは、多分ホームページ

上の枠ですよね。一度、広報「とよの」の

中で広告求めてますよというのを一回だけ

ありました。覚えておられますかね。こと

しの２月に広報、事業を始めますという報

告がありました。結果的には以前から利用

してくれてる池田の方が引き続きやってく

れてるんですね。池田市の方が豊能町の広

報に載っけてるんですね。それで豊能町は

どうかというと、２回ございました。７月

に１回、それとつい最近１点だけだった。

これは広報「とよの」のほうですね。結構

広報「とよの」を見ておられる方おられま

して、何で広報「とよの」によその市の広

告載ってんのと言われまして、いや以前も

豊能町はとってますよということで、広報

してますよとおっしゃったんですが、気が

つかれてない方が結構おられるんですよね。

そこでいくと今回とよのまつりでも２４回

目を迎えましたが、すごい数の、要するに

まちの中の祭りを応援してますよという方

がいっぱいおられるんですよね。この中に

は１２８個の個人事業主団体がある。すご

い数ですね。１２８個。 

  それともう１個、これは読売さんがやっ

ている、個人でやっているチラシの中で、

これだけ、広報だけのチラシなんです。広

告だけのチラシが入ってきてます。これも

個人が、これは新聞さんが自分の営業努力

でやっておると思うんですが、まだまだ紙

面が足りなくて、出したいとこがいっぱい

おるけども今断ってますという話があるん



 

 3－27 

ですね。こういった、この事業の方にぜひ

広報「とよの」にも出しませんか、豊能町

のことですから、そうすると１年間１２万

円ですよ。そうするともうすごい数、１２

８ってすごい数なんですよ、もし出そうと

いう人おれば。そういうような広告、要す

るにホームページだけじゃなくって、やは

り一番お年寄りが目を通すところの、身近

なところの広報「とよの」の中の、ぺらぺ

らぺらとめくって１軒しか、よそのしか出

てないわというんじゃなくって、やはり町

の中の、町は町の中のやっぱり広報を出し

てあげるべきだな。こういった営業努力を

しなきゃいかんということですわ。ほうっ

ておったら来るかといったら、来ません。

やはり営業マン的な素質も出して、これか

ら町の行政やってかないといけないんじゃ

ないかなというところもあるんですね。こ

れはやっぱり一人の人が、真剣な人がおれ

ば、よっしゃわかった、おれとってくるわ

って言えば、話が進んでとりにいけるわけ

ですよね。かなり広告を出したいけども待

ってますという方が結構おられるんですね。

ですからこれは行政の人の心外になるかも

しれませんけども、こういった広報の仕方

もあるわけなので、こういった取り組みを

も一度やっていただきたい。そうするとち

ょっとした税収が、そんなに何千万円も入

ってくるわけじゃないんですが、毎年毎月

定期的に税収が、少しだけでも見込めると

いう状況、これも一つ改善されますので、

そういった方向もぜひ検討していただきた

いと思うんですが、その考えはいかがでし

ょうか。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  今現在は豊中市と同じように宣成社とい

うところにその事業をお任せしてるという

ことでございます。今、議員、とよのまつ

りのチラシの業者等が多く載っておるやつ

については、とよのまつりを成功させるた

めにそういう宣伝をされてると。実はうち

も町民祭の名前変わってとよのまつりでは

やっておりますけれども、去年も実はそう

いうチラシを出すからぜひとも協力をして

ほしいということでお願いをしたんですけ

れども、それは余り賛成はできないという

ようなことで断られたというようなことも

ございまして、なかなかやっぱり回ってお

願いをしにいくというやつについては、な

かなか困難ではないかなというふうに思い

ます。ただ現実に、今、業者にお任せをし

てやっておりますので、その辺については

一遍検討をしていきたいというふうに思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  ぜひとも検討を、積極的な検討をしてい

ただきたいということで希望しておきます

のでよろしく、税収上げるためにお願いい

たします。 

  続いて二つ目ですけども、昨日から引き

続いて質問がありました。教育に関係する

いじめ問題になると思うんですが、またか

という話になるかもしれませんけども、よ

ろしくお願いをいたします。 

  全国的に注目、今されているのがいじめ

問題なんですけども、全国の市町村の教育

長の皆さんに対してアンケート調査がこの

前行っております。その回答の中で、いじ

めを防ぐにはどうすればよいかという項目

については、教員研修の充実という項目で

５１％の教育長が、全国の教育長が答えら

れておられます。あと昨日、教育長が道徳

というふうにおっしゃいました。この道徳
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教育の充実については全国で４９％の教育

関係者の方が充実したいというふうにお答

えになっておられます。ではいじめが起こ

った場合にはどうするかという項目につい

ては、昨日の教育長の中でお答えがあった、

今言いましたけれども、道徳教育といかに

早く、ごめんなさい、いかに対処するかで

すね。いかに早く解決するかが大切ですと、

このように教育長お答えになっています。

その中で、学校との連絡、協力を密にする

というのも７９％の方が対処するにはどう

したらいいかということでお答えにはなっ

ておるんですが、豊能町においても教育に

関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価報告書、つい先日いただきましたこ

の中に、いじめについての項目、アンケー

トの中で、平成２３年度は前年に比べて１

５件ほど減少しているとの認知件数報告が

上げられていますと言われてます。といい

ますけども、この中には重大な、また深刻

なものが含まれていなかったかどうかとい

うこと、それに対してどういう対処をされ

たのかということをお答えしていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今年度についてはもう既に調査が終了、

１学期分については終了しておりまして、

先日、教育委員会のほうでヒアリングを実

施いたしました。そこに内容が非常に大変

だというような問題は、こちらとしては把

握をしていない。ただ中には継続中である

という、そういう表現のものもあります。

これは、私はいじめが起きたときに、まず

その当該者を呼んでいろいろ話し合いをし

たり、あるいはさらに保護者を呼んでとい

う場合があるんですが、その場は一応収ま

ったように思えても、なかなか、いじめら

れた側がそれによって不登校になるという

実態があります。それがなかなかもとの状

態に戻れない。それは私は解決したとは言

えませんよという。ですからその子どもが

完全に元の状態になったときに、初めてい

じめが解消したと、そういう判断でいって

ますので、それは継続中というふうに報告

をさせています。ですからそこは完全に解

消するまではきめ細かな対応をしてほしい

と、そういうことで、一応各校のヒアリン

グは終えたところでございまして、特に重

大ないじめは承っておらないというのは事

実でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  子どもたちにとって、今、御報告ありま

したけれども、子どもたちにとって新しい

年度が始まって、新しい学期が始まってと

いうか、５カ月になるんですが、その今の

回答の中にも５カ月分は入っておりますで

しょうか。新しい年度、要するに今さっき

言ったのは２３年度の１５件減少している

と言ったんですが、今のお答えの中にも今

年度の分もということを言われてましたけ

ども、ことしの、要するに今９月、８月末

までですから、４月から始まって５カ月間、

この５カ月間の中で新しい入った一年生、

中学一年生、小学校一年生あたりが、もし

くは新しい学期が始まって５年、６年の方

なんかもいじめの対象になっている方がい

なかったかどうかというのが引き続きの件

になると思うんですが、その点はどうでし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  小学校では１校が全くゼロという回答を

いただいておりまして、ほかの４校それか

ら中学校２校についてはいずれも数件、ち

ょっと今、数字把握しておりませんけれど

も、２件ないし３件、認知したと思われる

事象というのは報告をされています。それ

についてヒアリングを行ったということで

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  いじめ問題なくなるのが一番いいんです

けど、このなくすことと後の処置すること

というのは非常に大事なんですけど、なく

すことが一番大事なんだけども、昔はお山

の大将、ガキ大将というのがおって、一人

にぎってて、お前らやったら許さんという

ことで、けっこう統制がとれて深刻ないじ

めというのは余り上がってこなかったよう

に、私、記憶あるんですが、非常に難しい

問題なんですよね。ないのが一番というこ

とで、特効薬があれば一番いいんですけれ

ども、小学校、中学校において教育の現場

においてやっぱり命の大切さという教育は

されるべきではないかというふうに思うん

ですが、小・中学校の場においてこういっ

た命の大切さということについての教育は

なされているのかどうかということをお伺

いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  昨日も若干答弁いたしましたけれども、

まず一つは道徳の時間というのが小・中学

校に設けられておりまして、週１時間ずつ

行っております。これは学年によってその

内容は異なっておりますけれども、まず道

徳について基本的には生活習慣であるとか

人間の尊厳の問題であるとか、それから社

会規範、ルールの問題、そういったことを

教えるわけですが、その中で他人に対する

思いやり、それから家族の営み、そういっ

たことも教えておりますし、それから保健

という授業の中では、生育していく中で体

の仕組みがどんどん変わっていく、それは

なぜそういうことになるのかということ、

それから高学年になりますと生命の誕生と

いうことで、受精から出産までというよう

なことでも教えています。 

  特に本町では、例えば中学校なんかでは、

ある学年になりますと保育所それから幼稚

園に訪問することになっておりまして、そ

こで、今少子化でなかなか兄弟がいらっし

ゃらない方もいますので、小さい子どもと

中学生が触れ合うことで人間としてのきず

なというかそういったことも学ばせるとい

うことで取り組んでいるということでござ

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  全国的にも教育の問題について道徳とい

うことに関して取り組みというのが結構な

されておるんですが、ここに平成２２年度

の児童生徒の問題行動と生徒指導上の諸問

題に関する調査ということで、ことしの２

月６日に文部科学省の中等教育局児童生徒

課というところが統計を出してます。その

中にも道徳や学級活動の時間にいじめにか

かわる問題を取り上げ指導を行ったかどう

かという項目があるんですが、その中に小

学校においては、これは公立ですよ、１万9,

７２５校、中学校においては9,０５７校と
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いうことで、かなり道徳教育がなされてお

るんですよ。これは２番目の。一番目が、

これは職員会議等を通じていじめ問題につ

いての教職員間で共通理解を図って問題に

対処してますというのが１番目に多いんで

すが、これは公立の小学校では２万７３件、

中学校においては9,３０７件、特に公立が

多いんです。あと国立と私立というのはほ

とんどありません、いじめ問題。不思議な

んですね。でもほとんどないといってもあ

るんですが、３０何件とか６０件とか、こ

ういう報告が上がっておるんですが、公立

が一番多いということで非常に先生方は大

変だというふうに思っておるんですが、や

はり言った教職員関係の充実させる、教員

の教育というよりも対処する能力というの

は非常に難しいと思うんですが、教員に対

する教育なんかは町としてはされておるの

かどうかということ、１点確認をしたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まず先ほど言われた、なぜ公立が多いの

かということなんですが、これは国立や私

立というのは能力検定をして子どもが来て

ますから、そんなに家庭環境にも差はない

と、その辺が公立はすべての子どもを受け

入れますので、そこに原因があると私は思

っています。 

  それからもう一つのことですけれども、

私も実はその問題行動調査の担当をしてお

りましたので、よくわかってるんですが、

このいじめによって自殺するという、最悪

のケースが出てるんですけども、今、小中

高校生で毎年約１５０人が自殺しています。

今、議員がおっしゃられたように、その問

題行動調査でも分析をしてるんですが、一

番多いのが６割、これは不明ということな

んですよね。内容がよくわからない。５5.

８％ぐらいあったと思います。その次に多

いのが精神疾患です、自身の。それから厭

世といって世の中がいやになるという。そ

の次が家庭環境そして学校環境と、非常に

そういう分析を私自身もやってまいりまし

たので、よくわかっておるつもりなんです

が、やっぱり公立学校がなぜ多いのかとい

うのは先ほど言ったように、今の現象を見

てみますと、やはり少子化の中で家庭環境

も変わっていますし、それから情報が非常

にあふれて、それが逆に問題になっている

ということで、ちょっといじめの要素も変

わってきているなと。それで教員に関して

は、この夏に研修を行いました。道徳の研

究会というのをやりましたので、私もそれ

に出席をしまして、先生方どういう話し合

いをしているのか見てまいりましたが、命

の大切さについて皆さんが議論してたんで

すよね。やっぱり結構皆さんいいことをお

っしゃってました。一人一人に問いかけた

んですが、先生が、なぜ命は大切なんです

かという問いに、幾つも出るんですね。例

えば命は一つしかないから大切だという人

もいましたし、命は親から授かったものだ

から大切だと答えた人もいますし、それか

ら命が途絶えると次につなげないからだと

いう、非常にそういう活発な意見が出てい

きます。私はやっぱり教員自身がそういう

研修を通してしっかりと受けとめることが

大事ではないか、これからもそういう機会

をつくっていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  やはり学校現場において対処する先生と
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いうのは非常に大事なことなんですね。い

じめられたら誰に相談するかというのも２

万5,８３３人、中学生が２万2,０００の方

が一番多いんですけども、学級担任、先生

に相談しますということが一番多いんです

ね。現場でやっぱり責任を持って、先生の

能力的なものもありますし、先生に与えら

れる能力に対してプレッシャーはあると思

うんですが、それを和らげることとか、そ

ういう先生に対するカウンセリングとかと

いうのも必要になってくると思うんですが、

そういうふうな場を先生に対する教育とい

うのももっともっと充実させていかなきゃ

いけないんじゃないかなというふうに、い

じめ問題に対しても思っておるんですが、

この点の充実をさせていただけるような方

策をぜひともとっていただきたいと思うん

ですがいかがなもんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  全くそのとおりでございまして、特に初

任者研修などではこの道徳問題というのを

取り上げておりますので、やはりそれぞれ

の経験年数に応じた研修というのはこれか

らも積んでいかないといけないなと思いま

すし、それから、なかなか先生だけでは解

決できませんので、学校にも今スクールソ

ーシャルワーカーやスクールカウンセラー

なども配置しておりますので、そういった

方との日ごろからの連携をとりながら、問

題があるような子どもについては常に連携

しながらきめ細かい指導をしていくという

ことが大事だろうというふうに思っていま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  取り組みをよろしくお願いしたいという

ふうに思っています。３月議会においても

救命講習ということで質問させてもらいま

した。子ども救命士を育てましょうという

ことで、そこで命の再大切さを教えるとい

うことで一環として言ったんですが、確か

にこのいじめ問題に直接関係するかどうか

というのは問題はあるんですが、そのとき、

例えば子ども救命士ということに関しての

答えが、こういうことを答えをいただいた

んですが、各種救命講習に関しての消防署

のほうとも現在行ってもらってますが、十

分消防署とも連携をいたしまして、救命講

習についてもできる限り実施はしていきた

いというふうに考えておりますという答弁

をいただいたんですが、その後の状況を教

えていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  普通救命講習会の実施についてでござい

ますが、６月の１２日と１４日、両日でご

ざいますが３時間講習を行いました。参加

対象は保育所、幼稚園、小学校、中学校の

教職員でございます。参加者は２８名とい

うことで、実施者は豊能町の消防職員にや

っていただいてもらったということでござ

います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  教職員のみということで、これは新しく

２学期から武道が持ち込まれて、それで現

場に対する先生に対しての救命講習も含ま
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れているのじゃないかと思うんですが、そ

うではなくて、子どもたち自身に、小学生

低学年のときには応急手当はばんそうこう

でやってこういう三角巾つけてこういう処

置するんだよ、頭けがしたときは低くした

らいかんよ高くするんだよとか、そういう

ふうな救命士としての講習とか、高学年に

なるとＡＥＤはこうやって使うんだよ、心

臓はここにあるんだからここ余り強く押し

ちゃいかんよとか、そういうふうな子ども

の救命士を育ててみたらどうか、命を育む

ことにおいても一つの助けになるのではな

いかということで、前回、前々回もそうい

う質問をさせてもらったんですが、あとは

消防署との連携となると思いますけども、

ぜひとも子ども救命士という仰々しい名前

ではありますけども、こういうことも検討

していただきたいと思いますので、よろし

く答えをお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  子ども救命士の取り組みについてでござ

いますが、確かに現在、昨年の８月から総

務省の消防庁から全国で７自治体、消防本

部をモデル地域に指定してやっておられる

ところはあるというのを確認しております。

基本的に子ども救命士小学校４年生からだ

というふうに言われておるんですが、学校

としてやるかどうかというところがちょっ

と今のところこれから、もちろん消防署も

含めまして考えていきたいなというふうに

考えております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  学校の教育の場においては、またカリキ

ュラム組まなあかんから難しい話があるの

ですね。規約つくらないかんから。例えば

学校だけでなくても、子どもさん対象に消

防署がやるところの、これはとよのまつり

の一角でややるとか、そういうふうな子ど

もさん対象に、こうしたら子ども救命士と

してのちょっとした証明あげますよという

ような感じでも、取り組みでもいいのでは

ないかという思いはします。その点この質

問の中には消防署と上げてなかったんです

が、あとは教育委員会と協議していただい

て、そういう場合もあるよということです

から、ぜひ取り組んでいただきたいという

ふうに思いますので、さらに検討をよろし

くお願いします。いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  今後関係機関とも協議をしていきたいと

思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  ぜひともよろしくお願いをしたいと思い

ます。 

  この件については終わります。 

  あと通学路対策について、６月議会に山

下議員より、きのうもお答えをいただきま

したが、東能勢小学校の道路の通学安全に

ついて、質問を皆さんからあったんですが、

その後業者との協議が行われて９月より７

時４５分から８時１５分ということで通行

禁止というふうに事前に協議しましたとい

うことで、これ一定の評価はいたしますけ

れども、ところでダンプが通ってるところ

の事業というのはどういうものなのか、そ
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していつまで続くのかというのを把握して

おられるかどうか、これを御検討願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まずそのとっかかりでありますけれども、

平成２２年の８月に、当時土砂災害が起こ

ったために土砂を撤去したいというお話が

ありました。ついては学校のそばの道路を

通るのでよろしくという、そういうお話が

ありましたので、教育委員会といたしまし

ては子どもの安全それから学校行事に支障

のないようにお願いしたいと、そういうこ

とでスタートしたんですが、その後、土の

採取をやりたいというお話があって、最初

は１年で終わるという、その土砂の関係は

あったんですが、土の採取をやりたいので

引き続き通らせていただきたいということ

がありました。それについては教育委員会

は許可をするとかそういう問題はできませ

んので、それならば従来どおり安全にきち

んと万全な対策をしていただきたいという

ことで、１年ごとに契約を取り交わしたわ

けでありますが、それがまた翌年になると

引き続きという状態が現在に続いていると

いうことで、私どもとしては今後いつまで

とかそういうことを聞く立場にもありませ

んし、それに対して許可するとかというこ

とでもありません。できるだけ通らないで

ほしいというお願いをしているところでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○３番（高橋充德君） 

  どうもありがとうございました。 

  これで私の質問は終わらせていただきま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  関連質問はございますか。 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  ６番・山下でございます。高橋議員の関

連質問を行わせていただきます。 

  一番最後にありました通学路の安全対策

のところでございますが、今、教育長のほ

うから、このダンプの通行に関して許可を

出すこともないし、またそういう指導する

こともないというふうな御意見でしたけど、

やはりそれは縦割りの弊害そのものやない

かと私感じております。ここでやっぱり情

報、教育委員会は別の組織でありますけど

も、やはり町の中の出来事と感じまして、

また未来ある子ども育てていくという重要

な役を担われてる。その中で例えば建設課

なりほかの部署とやはり連携をとっていた

だくと、そしてこの問題を根本から解決し

ていく、そういう姿勢が私は大切であると

思うんですが、その辺いかがでございまし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほど２２年８月時点のお話をさせてい

ただきましたが、そのときにも私のほうは

弁護士とも相談をいたしました。学校の専

有の土地ではありませんので、一般の人が

そこを通らないと行けないということであ

ると、それは認めざるを得ないんじゃない

でしょうかねというお話しで今まで来てる

ということですので、私のほうからはそれ

しか今のところ申し上げることはできませ

ん。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 
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○６番（山下忠志君） 

  そうしたら今回、時間が７時４５分から

８時１５分までの間は通行しないという交

渉の結果とられた。その交渉された経緯、

その中身、なぜこの時間帯になるんやと。

同じ小学校と中学校の間に昔の旧の府道が

ございますよね。あそこはこのたび、昔か

ら７時半から８時半の間は通行禁止ですよ

と、通行禁止がかかっておるんですけども、

それがなかなか認知されてなかったいうこ

とで、このたび私もいろいろやったんです

けど、道路標示が府道なりまた国道のほう

にされるようになりました。あれも１歩前

進ですけど、本当に今回それがそこまでな

らなかった。私も７時半から８時半の間は

せめて通行禁止していただきたいと思うん

ですとも、なぜ今回７時４５分から８時１

５分という短い間３０分間だけ、少しは前

進したかなと思うんですけども、そこの理

由があると思うんですよね、交渉された。

認可とかいうのはまた別問題でございます

けど、その辺もうちょっとお聞かせ願えま

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  時間についてでございますが、基本的に

は通行許可云々は別問題ということでござ

いまして、業者との交渉の結果ということ

で、業者の業を行う時間帯と子どもたちが

通学する時間が、これはもう現実的に重な

っておるというところの交渉結果で７時４

５分から８時１５分まではダンプカーの通

行を控えていただきたいということを業者

のほうは了解したというところでございま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかに答弁ございませんか。答弁になっ

てないですから。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  従前から、できればあそこを通らないで

ほしいというお願いは今もお願いをしてお

ります。別な道を考えてほしいと。その中

で、今、教育次長が答弁しましたように、

我々としてはそこに朝は通学が大体同じ時

間に集中しますので、それについてはでき

たら８時半ということをお願いしておりま

したけれども、８時半には授業が開始され

ますので、大体の子どもはその１０分前ぐ

らいには入るはずだと。我々もやっぱりそ

こはギリギリのところでこちらのお願いを

して向こうも了承していただいたというの

が経緯でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  山下忠志議員。 

○６番（山下忠志君） 

  向こうも商いをされておるのでそういう

実情を踏まえたということだと認識して、

そこで私やはり建設課かどうかわかりませ

んけども、農と緑のほうなのかわかりませ

んけども、そこで情報共有していただいて、

最初の質問にありますけども、どういう事

業をされてていつまで工事がかかんのか、

例えばさっき１年やったら手の打ち方も交

渉の仕方も変わってくると思うんですね。

そこがやっぱり私最初に把握すべきことじ

ゃないかと思うんです。その辺を持ってや

はり交渉に当たるべきではないか。子ども

の安全、未来ある子どもの、豊能町の宝で

すよね。それは重々教育長、私が述べるま

でもなくよく御存じだと思っておりますけ

れども、本当にそこのところが大切なとこ

だと思うんです。その辺を、その事業内容
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またいつまで工事がかかるか、それによっ

て交渉の仕方も変わってくると思うんです

ね。例えがいいか悪いかわかりませんけど

も、火事なんか起こる原因で物が燃えると

いうのが三つの要素があると思うんですね。

一つは燃えるものがある、二つ目には火種、

温度があると、三つ目がやっぱりそこに酸

素があると、この三つがそろうと燃焼が起

こる、物が燃えるということなんです。こ

れと同じように事故もやはりそういう原因

がある。今回の場合でありましたらダンプ

がそこを通ると、また子どもがその時間帯

集団登校すると、道路もそこをを横切って

いく、こういうことが大まかあると思いま

す。その辺の工期とかがわかっておれば、

もう恒久的にずっと通るんやとここは。今、

土砂採取って言われますけど、最近私ども

の府会議員と現場をまた見にいきました。

土砂採取やのうて土砂を持ってきてはるん

ですね、ダンプカーに積んで。そういうこ

とを御存じですか。知っておられます。採

取だけじゃなしに土砂を運んでこられる。

その辺もやっぱり懐に携えて、しつこくな

りますが、未来ある子どもの未来を奪うよ

うな、万が一そういうことが起らないよう

な交渉の仕方をやはりするためにもそうい

うこと、実情を踏まえて、もしか恒久的に

ずっと１０年は２０年もやる事業であれば

もっと道路を迂回して道路をつくるとか、

また歩道上にかさ上げしてつくるとか、い

ろいろ方法はまた違った面が、通行どめだ

けではなくして出てくると思うんです。た

だその辺も踏まえて、実情とかその辺も踏

まえてぜひ交渉に当たって、これからも当

たっていただきたいともいます。テレビの

コマーシャルじゃないですけども、理論も

またそういうことも大切ですけども、最後

にはやはり交渉に当たる熱意と努力が必要

やと思います。粘り強いこれからの交渉を

期待して私の質問は終わります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、公明党の一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

（午後０時０５分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  御指名をいただきました緑豊クラブの西

岡でございます。それではこれより一般質

問をさせていただきたいと思います。 

  まず、まちづくり未来ビジョンというこ

とで、バス問題、エスカレーター問題、こ

れは私はまちを、まちの中心的な課題であ

る定住化施策として考えるべきだと思って

おります。総合計画ができまして、豊能町

のほうも活性化プログラム策定しまして、

２３年度から２５年度に向けて重点的に取

り組むということで、三つの施策をやって

おるわけですけども、前回も質問したよう

に、農林観光の振興は失敗したと、ぽしゃ

ってしまったということで、この定住化施

策は何とか重点施策として取り組んでいき

たいと思うんですけども、町長としてはバ

ス問題、エスカレーター問題は定住化施策

として考えているのかどうか、まずお聞か

せ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 
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  西岡議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  定住化施策につきましては、当然の問題

であると、議員のおっしゃるとおりバス問

題、交通問題ですからエスカレーター問題、

前日からお答えをさせていただいてるとお

りいうことでございますので、よろしくお

願いいたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今回のこの議会は、非常に今までの議会

と違って、町長の答弁はまれに見るリップ

サービス議会といいますか、私は常にこう

あるべきだと評価しているわけですが、半

面ダイオキシン問題は、私が残っていれば

１年で解決しますとの答えまでが出る、お

願い議会ともとれるわけですが、まずその

エスカレーターの問題につきましては、廃

止ということも聞いておりますが、昨日の

質問では廃止ということは言っていないと

いうことでありますけれども、８月１８日

の報告会の中では、自分は廃止するとは一

度も言っていないというようなことを言っ

ておりますが、実は２５項目の１１番目の

光風台のエスカレーターを廃止ということ

になっておるんですけども、真意はどうな

のか、もう一度お答えいただきたいと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  議員も御承知のとおりに２１年度に２５

項目にわたり廃止あるいは中止いろいろな

形の中で議員の皆さんに御提案をさせてい

ただいたいうことは議員も御承知のとおり

だと思います。しかしその中で検討委員会

を立ち上げまして、皆さんと住民の皆さん

と協働のまちづくりということで御協議を

させていただきました。その結果、職員の、

御承知のとおりに不備な点がございまして、

調査の結果３１年度まで稼働するというこ

とでございます。その中で、それやったら

委員会はここでちょっと休止せないかんの

と違うかという委員長の答申がございまし

て、その枠の中で一応休止をしよう、この

話は継続してやっていこうというふうに私

は理解しております。まだこれから六、七

年ございますので、あるいはこれから３年

先、５年先にこの問題を締結していけばい

いのではないかなというふうに感じている

ところでございます。 

  問題点といたしましては、それまでに故

障等いろいろな問題等々の点がございます。

この点につきましては住民と豊能町が話し

合いをして解決していこうということにな

っているように私は理解をしておりますの

で、その点よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  住民の皆さんともう一度お話をしあいな

がらということでございましたけれども、

ただ平成２４年２月２６日に光風台のエス

カレーター代替案検討会議というのがあり

まして、この最終案が委員長のほうから出

ております。これは光風台駅前エスカレー

ター代替案検討会議会長赤井伸郎というふ

うに会長がなっておりますけれども、これ

の最終的な結論が出ておりまして、この中

には確かに５年間延長となったということ

で、この件に関しましては単に５年先送り

したに過ぎないと、このことは、町はエス

カレーターをフルメンテナンス終了後に廃
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止する方針を変更しておらず、平成３１年

度末に向けた新たな検討の場を設ける。だ

から廃止する方向で検討するということで

はないんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 

  まとめというのはインターネットにも載

せてもらっているというところでございま

して、これは今までやってきた経過の内容

でございまして、最終的な結論には至って

いないというふうに私は理解をしていると

ころでございます。お客様といいますか、

乗っていただいている方にも、ソフト面で

はある一定の枠お願いをしたいというよう

な思いもございまして、行政側からそうい

うお話をさせていただいていることもござ

いますし、また住民の皆さんから、今まで

どおりにやってもらわな困るというような

話、これは以前、当初から私は、エスカレ

ーターがいいのかローデッキバスがいいの

か、あるいはエレベーターがいいのかとい

うことで議論をスタートしてくださいとい

うことで、私は行政の代表には申し上げて

いるところでございまして、今現状、最終

的にまとめていただいている最終論で申し

上げますと、今まで、これから先の話はこ

れからしていこうということになっている

というふうに理解しておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。また議員は

その当時からずっとそちらのほうに傍聴に

行っておられたというふうに聞いておりま

すので、この点につきましても私は職員か

ら報告を受けているというところでござい

ます。私はただこのまとめを見させていた

だいて、これから先そういう流れをつくっ

ていけばいいのかなというところでござい

ますので、御理解のほどよろしくお願いし

たいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私も全会議出てます。その中で最終の日

にも出ております。その最終の内容はこの

とおりだったと思っております。町長がど

ういうふうに受けとめておられるか知りま

せんけど、私は最終日に行った時点で、５

年先には廃止する方向でいきますと、検討

はしますけども廃止する方向でいきますと

いうふうに言っております。だからこそ新

光風台の住民さんもしくは自治会が、そう

いうふうに認識して会議が終わったと思っ

ておりますので、もしそうでないのであれ

ばそれこそこの間の報告会の中でちゃんと

こういうことだという話をしなければなら

ないんじゃないかなと思っておりますが、

私はそういう認識でしておりますけれども、

町長の認識が違うというのであればまた住

民さんにちゃんと報告しなければ、先ほど

から出てますように、選挙が近いことです

ので、これは住民さんにちゃんとアピール

しておくことが必要ではないかなと思って

おりますが、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  当初、議員御存じだと思いますけども、

地域懇談会ということで、私２年間まいら

せていただきました。光風台でも新光風台

でも、このエスカレーター問題は２１年、

２２年と、ごみ問題とともに話をさせてい

ただいております。しかしながらそのとき

にも私といたしましてはそのようなことは

一度も申し上げておりません。ただ問題は、
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やはりこれから先、財政難の問題もいろい

ろございますので、やはり地域の皆さんに

もソフトの面では多少の援助はしていただ

きたいという思いがございましたので、そ

ういうお話はさせていただいたというふう

に記憶をしております。これから先、私と

いたしましてはそういう流れの中で、やは

り公共交通あるいはエスカレーターの問題

につきましては議論を深め、そして３１年

終了にはどのような形になるかということ

になりますけれども、この次の４年間で一

切そういう話は出てこないのではなかろう

かなとも思っておりますけれども、そうじ

ゃなしに、やはり町民の皆さんが非常に不

審に思っておられることにつきましては、

私といたしましては払拭をし、そして納得

のいかれる回答を持っていきたいというふ

うに思っておりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  町長の思いと住民さんの思いがかなり違

うということだけ申し上げておきまして、

今度の町長選に際してはきちっとその辺は

解決したほうがいいんじゃないかなという

ことを進言しておきます。 

  次に、ダイオキシン問題の処理の問題で

すけども、先ほどからも話出ております。

非常にいろいろないい回答をいただいてお

るんですけども、情報がかなり少ないと。

我々議員としても知らないことがかなり答

弁の中で出ておると。そのオンサイトとい

う言葉ですけれども、私も昔施設組合にお

りましたけども、その当時はオンサイトと

いう言葉は盛んに出ておりましたけれども、

今回いきなりこのオンサイトの話が出てき

て、あらと思ったんですけど、これ町長が

オンサイトでやるということを決めたんだ

ろうと思うんですけども、先ほどからのい

ろいろな答弁、質問の中で、非常にやはり

住民さんを納得するということが非常に難

しいと、私が１市３町でという話は、要す

るに広域行政でできるだけ話をしてほしい

という話をしました。どこまでいってるか

いう情報も逐次なかったと。どこまで進ん

でいるのかいうこともなかった。オンサイ

トという話もなかったということで、かな

り私はやっぱり議会と一緒になってやる必

要があるのではないかなと。オンサイトの

話が答弁が出た中で、私はやっぱり木代で

やるのかなというふうに思っておりますけ

ども、町長はどういうふうに思っておられ

ますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  西岡議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  今、西岡議員おっしゃっておりますけど、

情報がないっていうことでございますけれ

ども、議会では施設組合議会あるいは猪名

川上流広域ごみ処理施設組合議会できちっ

とお話をさせていただいてると思います。

議員の皆さんから御報告もあっただろうと

いうふうに私は認識しておりますので、そ

の点につきましては少し西岡議員との違い

があるのかなというふうに思っております。 

  ダイオキシン問題につきましては、皆さ

ん御承知のとおりに、どこかでやります、

光風台でやります、新光風台でやりますと

言ったらどない言われます、皆さん、違い

ます。議員の皆さんもそうでしたでしょう、

違います。ここでやるのに反対せなあかん

ねんと違いましたか。前回、余野のあそこ

でやると言ったときにどうでした。賛成議
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員と反対議員があって、わいわい言うて住

民の皆さんをあおり立てたのはやはり行政

であり議会であり住民の皆さん、３者一体

なっての話と違ったでしょうか。私はその

ように思っております。西岡議員も当初、

やはり施設組合の副議長として君臨してお

られました。いろいろな流れを御存じであ

ろうと思います。私も相当この４年間、苦

渋の選択をし苦労してきました。しかしど

うにもならないという結論に達しましたの

で、仕方がない、地元でやらなくてはなら

ないということを申し上げてるだけでござ

いまして、ただこれから先、ほかでできる

ところがございましたら、私はどこへでも

お願いにまいります。わずかの時間でも、

あしたでも行きます。しかし幾ら行っても

だめだと、大阪府も一緒でした。大阪府の

知事も、要望書を持って大阪府の知事の要

望書を持ってもまいりました。いろいろな

流れの中でやってきた結果がこういうこと

になってしまったということで私はその苦

渋の選択をしたということでございます。

皆さんに非常に情報の提供がないやないか

とおっしゃいますけど、私申し上げます。

もし私が当選をさせていただいてそういう

ことになれば必ず申し上げます。そのかわ

り皆さんもその気になってやってもらわな

んだら困ります。住民の皆さんもそうです。

しかし今、私がお話をさせていただいてお

ります、今月２６日、地域に行って話をさ

せていただきました。地域に行って話をさ

せていただいてもかなり強硬な反対の議論

をいただいてます。しかしそれをどこでど

うや、今ここで話ししてまんねんと言った

ら助けていただけますか、皆さん、違うで

しょう。ほか行ったら、ほんなら助けても

らえますか。希望ヶ丘があるいは新光風台、

いろいろなとこへ行ってここに場所がある

ねん、別に危険でないといっても皆さんそ

の話きちっと乗っていただけますか、違っ

たでしょう。正直に私申し上げますよ、違

いますか。その点を考えて、今、苦渋の選

択の中で、そして今地域の皆さんに粛々と

お願いに行ってるということだけを御報告

をさせていただいてると思います。６月の

定例会でも私は苦渋の選択一生懸命言って

ます。しかし自治会長が病気をされました。

そうしたら３カ月おくれます。いろいろな

条件がございます。それも全部皆さんに申

し上げて、実はこういう形になりますねん

というお話をしなくてはならないのか、あ

るいはそうじゃなしに粛々と私のほうが精

いっぱい努力をしてお願いに行って、そし

てある一定のめどが立った時点で、皆さん

に御報告をしたらいいのかということにつ

いては、私といたしましては後のほうを選

びたいということでございますので、西岡

議員、一つその点につきましては御理解の

ほどよろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私は何もオンサイトが反対とかそんなこ

とは、木代でやるんですかと聞いただけで

す。お願いに行ってるわけですなそうした

ら。それがだから内々にやるのはやるので

いいけども。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  どうせ解ること、わからんようにするん

やったらよろしい。今までかって結局夜中

にこっちにもってくるときに、単独にもっ

てきはった、個人的に。それかってにみん

なで解決しよう思うから、それは黙って容

認した。しかし町長が個人で責任を持つい

うことを言われましたけど、町長個人の責

任で終わりませんよこれは。町長がやると
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いうことは全体の責任ですよ。だからそれ

を一人でかぶるいうことも、かぶるんやっ

たらかぶるでわからんように最後までやれ

ばいいけど、今回私の耳には木代でやって

るということを入りました。入るんやった

らもう最初からオープンにして、みんなで

相談してやったほうがいいんじゃないです

かと、私はそれを言いたいわけです。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  オンサイトの話は、私は当時議員になっ

たとき、施設組合の議員やったときに、オ

ンサイトでいこうという話をずっと進めて

きたんです、私は。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  議長、あんなこと言うたらあきまへんで、

町長が。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後１時２０分 休憩） 

（午後１時２１分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。質

問を続けてください。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから私は広域行政でどこまで努力した

のかも私もわからなかった。聞いたらそれ

はあちこちで問題があったでしょう。最終

的には住民さんの問題があります。それや

ったら、きょうもテレビ出てましたけど、

橋本さんやないけど、やっぱりオープンに

してやらなあかんの違うかと、みんなの責

任やねんから、だから一人でかぶる必要な

いじゃないですか。オープンにしてやれば

いいんです。だからそれを後からわからん

うちに入ってきたりなんかすると要らん詮

索もせなあかんということです。だからこ

れ１年で、私が通ったら１年でやるのやっ

たらやってもったらよろしいけど、ところ

がさっきの質問の中でも１年じゃ無理やろ

なという話も出てました。個人的な判断は

私は危険だと、だからみんなで、議会もや

っぱり責任を持たな。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  だからそれについてはやっぱり町長だけ

じゃなくて議会も責任持たなあかんし、オ

ープンにせなあかん部分はせなあかんのち

ゃうかなと私は思うんです。だから町長一

人で何やかんやする話じゃないと私は思っ

ております。今後、だから町長がさっきい

うたように、私が通ったら１年でやります

というのやったら頑張ってください。お願

いしときます。 

  それから次、財政再建の今後について、

チラシについてちょっとお伺いしたいと思

うんですけども、チラシの問題がいろいろ

出まして、庁舎一元化の必要性について知

っていただきたく町政報告会を開始します

というチラシが出たんですけども、これ９

月２５日告示、９月３０日の投票の選挙目

前に、前国会議員、前市長、現職の府会議

員から町会議員まで巻き込んでの池田勇夫

後援会が町政報告会をする趣旨はどこにあ

ったんでしょうか。ちょっとお伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  今、答弁を誰にするんですか。後援会の

会長を呼ぶんですか。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、町長。 

○議長（福岡邦彬君） 

  今おっしゃったように、後援会の話でし

ょう。それは町長答弁せないけませんか。

できないでしょう、正直言いまして。 

  続けてください。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 
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  池田勇夫後援会の趣旨はよくわかりませ

んけども、庁舎一元化の話はその中にも出

ております。この中でいろいろなことが書

いてあるんですけども、この４年間で基金

２６億円にふやしましたというこの情報が

出てるんですけども、これもおかしな話で

どこから出たのかなと。これ我々が情報を

得たのは、議会の議事録をもらったのは、

８月２０何日やったと思うんです。この朝

刊が出たのは８月１０日です。その資料を

我々が議会の決算資料でもらったのはそれ

以後であります。どこからどういう情報が

出たのかわかりませんけども、これは余り、

どこから出たかということを詮索しても仕

方がないんですけども、非常におかしな話

やなというふうに思っております。先ほど

も言ったように後援会の話ですから答弁を

もらうあれはないんですけど、非常に、庁

舎一元化の話も我々議会としては全く上が

ってきてなかったと。これは町長いわく後

から議会に諮ろうということであったんで

すけども、これもできれば議会が先にいろ

いろ検討してやるべきことではないかなと

思っておりますが、町長はそういうふうに

思ってるんですね。後から皆さんに報告し

ようと。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  それと財政再建ということですけども、

この入るを量る政策はないのかということ

で、私は財政再建の基本は入るを量り出を

制する、これが基本やと思ってます。とこ

ろが町長の政策は出を制するばかりで入る

を量るは何かないのか、長期的に見てこの

豊能町の財政を支えるのは、入るを量るが

なければならないと思うんですけれども、

具体的に何かありますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  西岡議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  当初の話のダイオキシン問題でございま

すけれども、この点について私のほうから、

先ほど私も地域でということでお話をした

ということでございます。私は平成９年に

議員に当選をさせていただきました。平成

１２年にオンサイトあるいは地元、戸知山

でするということを賛成をして、その当時

の議員の皆さんは御承知だったと思います。

そこで私はやるんだと思うんですけれども、

皆さんどのようにお考えですかということ

を聞いております。その当時は西岡議員も

たしか施設組合の出向議員でいておられた

のではなかったかなと、余り詳しい記憶は

ないんですけれどもそのように思っており

ます。その中でやるといったときにかなり、

皆さんから御意見が全然出ませんでした。

全く一人も出ませんでした。その当時に、

あなたに対しての言いわけしてるんです。 

（発言する者あり） 

○町長（池田勇夫君） 

  平井議長が当時の議長でした。そのとき

に私はそのように申し上げた、皆さん御存

じのない方もおられますから申し上げてる

だけでございます。だからオンサイトです

るといって、私は言ったというのはうそで

ございます。これだけは皆さん認識しとい

てください。 

  それから財政の問題は、私は出を量ると

いうのは当然のことでございます。今、少

子化問題も。 

（発言する者あり） 

○町長（池田勇夫君） 

  だから出を量るということは、私は子ど

もたちの無料化あるいはこれから先どうい

う形で教育問題、いろいろな流れがあると
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思います。先ほどにも御質問がございまし

たけども、ばらまき施策が本当にいいのか、

あるいはこれから先そうじゃなしにお互い

に住民が真剣に、やはりこれから先の出を

量る施策を打っていくのがいいのかという

ことを考えていくべきだというふうに思っ

ております。なかなか今、西岡議員の御質

問あるいは前回の皆さんの御質問にはかな

り厳しいものもございますけれども、我々

行政といたしましては精いっぱい今後とも

努力をしていって、そういう流れをつくっ

てまいりたいというふうに思っております

ので、御理解のほどよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後１時３１分 休憩） 

（午後１時３２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  入るを量り出ずるを制するということで

ありまして、出を制するというだけの短期

施策では町はつぶれる方向にいくのではな

いかと。やはり長期施策で入るを量るとい

うことでなければ、このまちは税金で食っ

てるまちですから、人が入らなければだめ、

サービスが減ればだめ、そうすると税収が

入らない、悪循環でデフレスパイラルにな

るわけです。長期的にやっぱり多面的に、

枝葉末節でなく根本を考えてやらなあかん

わけです。戸知山の件でも、これは私もこ

ないだ見てきました。非常にあれはなかな

か難しい、現実見たら難しいですよ。難し

いけどもやはり一回調査をしたらどうやと

いうことを私は田中副町長に言いました。

大阪ガスの会社が費用を出して調査しよう

と言うてるのに、調査をしなかった。どこ

に理由があるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  お答えをいたします。 

  今、西岡議員がおっしゃった件について

は、西岡議員からお聞きしました。御紹介

をするということでしたけれどもお見えに

ならないということです。私は何も拒んで

おりません。来ていただいて必要があれば

認めましょうということを申し上げたはず

です。それで私が連れてくるということで

したので、それからお見えになっておらな

いということですから、今の言い方は違う

んじゃないかなと私は思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そうしたら私の勘違いですから、今度連

れていきますのでよろしくお願いします。

私はあのときには、そういうふうにやった

からそういうふうに勘違いしてますので、

今度連れていきますのでよろしくお願いし

ます。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  それでは、ちょっと前後しますけども、

高山のまちづくりの成果の話ですけども、

これ高山のまちづくりにつきましては私も

いろいろ当局と話し合いまして、大体解決

済みであります。ただあの件に関しまして

は、道路整備とそれと地域の町おこし、い

わゆるコミュニティセンターの運用とその

二つが一つになっておりまして、あれはし

かし成果報告がすごく、こんな成果報告が

出てるんですけども、できたら事前に意見

を聞いてから、道路のほうはいいんですよ、
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道路のほうは行政がきちっと、その生活の

利便を図るためにやってるわけですから。

ただそのコミュニティセンターの活用とか

真菜祭りとかいろいろな面に関しては、事

前に住民さんのデータをとったりなんかし

たほうがいいんじゃないかなと思うんです

けども、その点どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  私のほうからは都市再生整備計画のフォ

ローアップ調査という、報告書というこし

らえた点からいいますと、まず初めに計画

を出したときには高山への訪問者というの

が従前値は４５０人でございまして、その

計画の目標設定というのは７００名にして

おります。その後事業をやった後では９２

３人、ことしの１月にフォローアップ調査

を出したときには1,３３３人の方が高山へ

お集まりをいただいたというような状況に

なっているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  この道路整備のほうでは４億５,０００何

がしの予算をつけまして、これは道路はき

ちっといってますねんけども、この件に関

しまして、今のフォローアップのほうでい

ろいろな意見が出ております。これを踏ま

えてやっぱり一般の住民さんの意見をまず

調査して、それからかかったほうがいいの

ではないかなと思います。ですからこれか

ら高山の都市再生に向けて、高山地区をど

うするのかと、非常に高山地区は高山右近

のあれもありまして、その辺を具体的に出

して今後どうするのかというようなことも、

住民のまずいろいろな意見を集約してから

やったほうがいんじゃないかと思うので、

もう一度その辺、今後どう取り組むか答え

願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  基本的に大きな計画等を作成するときに

ついては、今現在では住民からパブリック

コメントをいただくというようなことにな

って進めるという形になってるというふう

に思っております。ただ、この高山まちづ

くり事業につきましては、平成１８年の３

月１３日付で町が国交省のほうへ申請をい

たしまして、３月３１日にはもう既に交付

決定をいただいておったということでござ

います。その後パブリックコメント制度が

できたというふうに私は理解をしておりま

したので、その当時には計画に当たっての

パブリックコメントをもらっておりません

でしたですけども、ですけども今後の計画

等を進めていく上には、計画段階からパブ

リックコメントをもらい、それから報告書

等について提出するときにはパブリックコ

メントをもらうというような制度といいま

すか、そういうのはきちっと守っていきた

いというふうに思っているところでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これの今後のまちづくりの方向の検証と

いうことで、いろいろ結果を出しておるん

ですけれども、今後の課題の中で、平成２

４年４月１日より指定管理の予定というの

が出ておるんですけど、今だにおんぶにだ

っこという形もあるんですけど、今後そう

いうことも含めて前向きにやっていただき

たいと、これ要望しておきます。 
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  もう時間もありませんので。今回の議会

におきまして選挙が近いということもあり

まして、いろいろけんけんごうごうとなっ

たわけでありますけども、先般我々議員も

研修に行きまして、地方自治体の役割とい

うことで関西学院大学の松藤保孝先生にい

ろいろ学んだわけでありますけども、その

中で地方自治体というのは法律に違反しな

い限り何でもできると、何でもやるべきだ

ということを言っております。これからは

やっぱり議会、行政、住民一体となって、

特に行政は思い切った施策をやってほしい

なと思っております。そして我々まちづく

りに向けて住民とともにやっぱり夢を持っ

て長期的に多面的に、枝葉末節ではなくて

根本で考える使命感、無私の精神、ロマン

と現実主義を持ったそういうリーダーを、

我々は豊能町の代表として選び育てていか

なければならないと思っております。私は

池田町長には余り期待しておりません。 

  これで終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡議員、一般質問をしてください、こ

れから。今後とも気をつけてください。 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  以上で一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後１時５０分といたします。 

（午後１時３８分 休憩） 

（午後１時５０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  その前に、先ほどの一般質問、緑豊クラ

ブの西岡義克議員の中で、高山の事業費に

ついて今問題ありましたので、改めて西岡

議員から正式な数字がなければ、こちらで

用意している数字がありますので述べさせ

ていただきます。 

  西岡議員、ありますか。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  そうしたら、川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  先ほどの、高山まちづくり事業に係る事

業費の中で、道路にかかった事業費でござ

いますが、町道五路線の事業費は３億７,０

００万円強でございます。なお、まちづく

り事業全体の事業費が４億６,０００万円余

りという状況でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  それでは、引き続き日程に入ります。 

  日程第２、第３４号議案から第４１号議

案及び第１号認定から第８号認定までを議

題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ各常任委員会及び

決算特別委員会に付託いたしますので、大

綱のみお願いいたします。 

  なお、御承知とは思いますが、質疑は議

題になっている事件に対して行われるもの

でありますから、現に議題になっていなけ

ればなりません。また、議題に関係のない

ことを聞くことができない、このように規

定されておりますので、その点十分御協力

いただきますよう、お願い申し上げます。 

  初めに、第３４号議案から第４１号議案

までの８件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に第１号認定から第８号認定までの８

件に対する質疑を行います。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  第１号認定、２３年度の一般会計の決算

についてなんですが、主要施策成果報告書

の２９ページ、決算書の６９ページ、とよ



 

 3－45 

のまつり事業ですね。今回、実行委員会方

式にしたことによる効果ぐらいは、やはり

書くべきじゃないかな。今までと形大きく

変えたわけですね。そうしたら、この実行

委員会形式にしたことでどうなったのかと。

ここに書いてあるのは、本当に数行、何か

経費かかりましたみたいなことしか書いて

ませんので、やはりそういったことは書く

べきだし、教えていただきたいかなと思い

ます。 

  細かいところではスポンサー集め、どれ

ぐらいしたのかなとかそういったところも

ありますけど、まずは実行委員会形式にな

ってどうだったのかということをお聞かせ

ください。 

  それと後、これは委員会のときでもいい

んですけども、全体を通して成果の出し方

というものがばらばらなんですね。例えば

総務であったら地域交流促進事業なんかは

教室の費用しか書いてない。参加人数なん

かは全く書いてないですね。男女共同参画

事業でも参加人数なんかは書いてない。福

祉に関していうと、高齢者自立活動支援事

業は利用回数とか利用者数細かく書いてあ

るんですよ。でもデイサービスなんかは何

も書いてないですね。交通安全対策事業も、

活動してキャンペーンをしましたというだ

けで、しなかった月とした月で事故はどう

だったのかとか、そういった効果の検証み

たいなものも入ってない。留守家庭児童育

成室管理運営事業に関しては全く費用しか

書いてなくて、利用者数とか全くそういう

のも書いてない。コミュニティセンター管

理事業なんかでは、成果には多くの人が使

いましたと言いながら具体的には費用しか

書いてないというところがあるので、やは

りこれは各部長が最終的に見ると思うので、

そこで、担当の方が書くと思うんですけど、

同じような報告の仕方というのはあると思

いますので調整していただけたらなと。消

防と教育委員会は大体一緒のように丁寧に

数字を入れて書いてますので、そこら辺は

よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁要りますか。 

○７番（永並 啓君） 

  こっちは委員会のときでもかまいません

ので、そういった報告をしてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  とよのまつり事業でございますけど、こ

れについては昨年まで、昨年といいますか

２２年度までは１２０万円の事業でやって

おりました。町の１２０万円の事業ですの

で、１２０万円以上の事業ができなかった

ということで、ところが参加協力費という

ような形で、例えば、テント使用していた

だいたり、そういったようなお金を集めて、

実際は１５０万円ぐらい近くのお金を運用

したというような状況になっております。

ですから例えばイベントの数とかそういう

いったような、今まではできていなかった

ものを、動物一つにしてもいろいろな種類

を来ていただいたというようなことができ

たというふうに、総体的には思っておりま

す詳細についてはまた委員会で報告をさせ

ていただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それだけの効果があったのであれば、ぜ

ひとも決算書に載せるべきですよね。よく

なったわけですから、これまでと比べてこ

うなりました、盛り上がりました、集客人

数ふえました、いろいろなことを書けると

思うので、そういったのは、そういったの
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を見て我々議員も判断できる部分がありま

すから、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  １点、お聞きいたします。成果報告書の

２８ページでございます。権限移譲事務事

業についてお伺いいたします。 

  成果のところに新たに９事業について共

同処理を開始、合計５３事務を共同処理で

行うことで事務の効率化を図ることができ

たというふうに成果を書いておられますが、

負担金、補助金及び交付金が６０３万3,３

００円とこういうふうになっております。

これは箕面市というふうに下の実績で括弧

つきで金額が同額で書いてあるんですけど

も、この点豊能町の負担というのはどうい

うふうになってるのか、それと今、５３事

務というのは２市２町でこの事務処理をさ

れたということになると思うんですが、豊

能町についてはどれぐらいの件数があった

のか、その点２点お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  それぞれの権限移譲の事務の一覧につい

ては、決算委員会のときにお示しをしたい

というふうに思っております。これについ

ては池田市でやっていただいている分、そ

れから箕面市でやっていただいている分、

それから町で独自でやっている分という三

つに分かれているというところでございま

して、その一覧については大分前には渡し

ていただいたというふうに思いますけれど

も、今現在行っているものについては一覧

表でお渡しをしたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  では決算委員会で明らかにしていただい

たら結構です。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第１号認定から第８号認定までは、６名

の委員をもって構成する決算特別委員会を

設置し、第３４号議案から第４１号議案及

び第１号認定から第８号認定までは、お手

元に配付しております付託表のとおり、そ

れぞれの各常任委員会及び決算特別委員会

に付託の上、審査することにいたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第３４号議案から第４１号議案

及び第１号認定から第８号認定までは、お

手元に配付しております付託表のとおり、

それぞれの各常任委員会及び決算特別委員

会に付託の上、審査することに決定いたし

ました。 

  ただいま設置いたしました決算特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第

７条第１項の規定により、決算特別委員会

委員に、 

  井川佳子議員。 

  高橋充德議員。 

  岩城重義議員。 

  平井政義議員。 

  西岡義克議員。 

  川上勲議員。 
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  以上６名をそれぞれ指名いたしたいと思

います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました６名

の議員を、決算特別委員会委員に選任する

ことに決しました。 

  昨日、この６名の委員をもって選考委員

の結果をしていただきましたところ、決算

特別委員会の正副委員長の互選が行われま

した。その報告は、ただいまこの場に持ち

込まれましたので、その結果を報告させて

いただきます。決算特別委員会委員長に岩

城重義議員、副委員長に平井政義議員が決

定されました。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、９月１４日午後１時より会議を

開きます。 

  どうも御苦労さまでございました。 

 

散会 午後２時０２分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第３４号議案 豊能町消防本部及び消防署の設置等に関する条例改正の件 

第３５号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

第３６号議案 和解及び損害賠償の額を定めることについて 

第３７号議案 平成２４年度豊能町一般会計補正予算の件 

第３８号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第３９号議案 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第４０号議案 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第４１号議案 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第 １号認定 平成２３年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳 

       出決算の認定について 

第 ３号認定 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       歳入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 平成２３年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ５号認定 平成２３年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ６号認定 平成２３年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

       定について 

第 ７号認定 平成２３年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ８号認定 平成２３年度豊能町水道事業会計決算の認定について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ２番 

 

        同    ３番 

 

 


